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1.教育に関する資料 
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（1）平成 21 年度在籍学生数（平成 22 年 � 月 1 ��在） 

平成 21 年 10 月入学者は、平成 22 年度入学者に集計されている(以下同様) 

 

 

 

 

 

 

在籍生男女数比較 
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（2）入学者数 

入試状況 

修士課程入学者数 
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博士課程入学者数 
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平成 22 年度入試状況詳細 

修士課程 

 

 

博士課程 

 

 

【備考】( )は外国人出願者数を表し内数である。    
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(3) 平成 22 年度教員(基幹と連携･兼担・協力講座)指導学生数の分布 

 

 

 

(4) 学位取得状況 

学位取得者数平成 17〜21 年度経年変化 

 

 



― 6 ― ― 7 ―

10 
 

修士課程 

 

博士課程 

 

 

 

学位取得にかかった年数 
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(5) 外国人留学生 

国別外国人留学生数 
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地域別外国人留学生数 

 

費用別外国人留学生数  
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(6) 就職状況 

平成 21 年度修士課程博士課程卒業者進路集計 
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博士課程就職者の就職後の状況 
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(7) 休退学者数（理由別） 平成 16〜19 年度経年変化 
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(8) 学生が著者となる論文数 

平成 20 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 21 年 
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(9) 学生の奨学金、学振など採択状況 平成 16 年〜22 年度経年変化 

民間奨学金 

 

 

 

日本学術振興会特別研究員 
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 日本学生支援機構奨学金 

 

外国人 
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(10) 学生の学会などでの表彰事例 

平成 18 年度 

 

平成 19 年度 
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平成 20 年度 
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平成 21 年度 
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(11) 学生の海外派遣数 

東京大学による海外派遣助成 

 

 

新領域による海外派遣助成 
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事由別長期海外派遣 
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2. 研究に関する資料  
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(1)論文発表数 

 専攻教員あたり発表論文数 

 

 

Nature Science 掲載論文件数  
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 被引用回数の多い論文数 (2009 年 8 月調査) 

 

他分野研究グループとの研究成果（2009 年 8 月調査） 
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(2)海外の研究グループとの研究成果（2009 年 8 月調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外との供応研究件数 
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(3)特許出願・契約状況  
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(4)競争的資金取得状況 

科学研究費補助金内定件数と内定総額 

 

 

 

受託研究，共同研究，寄付金 
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大型研究予算（受入額年間 5000万円以上） 

平成 16年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円） 

 

平成 17年度 

 
 

平成 18年度 
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平成 19 年度 

 

 

平成 20 年度 
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平成 21 年度 
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（5）研究科教員の学会などでの表彰事例数 

平成 20 年度 
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平成 21 年度 
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(6) 平成 21年度学融合研究推進調査費提案書 

����ク�名�実験研究における安全構造の解析と安全教育手法への活用 

参加教員名 所属（部局・系・専攻） 

代表者 

大島 義人 

 

新領域創成科学研究科・環境系・環境システム学専攻 

三谷 啓志 

宇垣 正志 

新領域創成科学研究科・生命系・先端生命科学専攻 

新領域創成科学研究科・生命系・先端生命科学専攻 

          （今後の進捗に応じて拡大の予定） 

調査の概要（次の点について簡潔に記述すること。①目指す研究内容。②新規

性及び革新性。③学融合の点で強調すべき点。④将来性⑤教育面との関連 
①目指す研究内容  大学等の研究教育機関における実験研究を対象に、安全構造の

解析とその構造安定化要因の抽出をはかり、安全配慮を身につけた人材育成のための教

育手法に反映させることを目的とする。具体的には、事故事例解析や研究現場の実態調

査、作業者の安全意識調査などを通じて、現状の構造的背景要因や課題を抽出・整理す

る。その結果をふまえ、実験作業における安全構造について(1)作業者と作業手順の関

係、(2)作業者の内面(行動心理学)的因子の影響、(3)作業者と作業環境の関係の 3つの

観点から検討した結果を統合的に整理することによって、実験現場の自発的リスク管理

や安全教育に活用するための手法の開発を目指す。 

②新規性及び革新性  大学の実験研究では、多様化する研究分野の中で法的要求事

項を満足させつつ新規な発見や研究成果が求められ、しかもその過程を通じて安全配慮

姿勢を身につけた学生を育成するといった、複雑な命題を負っている。産業界の事故事

例解析や安全管理については多くの研究例があるが、大学での実験研究に関しては、産

業界の生産活動と明らかに性質を異にする大学固有の事情を考慮した安全構造の体系

的理解や合理的安全管理手法について、ほとんど議論がない。本課題では、このような

事情や実験研究現場の現状を中心に据え、その背景的要因や潜在的危険因子を含めた安

全の構造を理論的・科学的に解析し、その結果を実験者自身のリスク管理や安全教育手

法に活用することによって安全配慮型の人材育成を目指す点に大きな特徴を有する。 

③学融合の点で強調すべき点  大学における実験研究の深化や多様化に鑑み、どん

な対象や分野に対しても適用可能な画一的安全管理の方法論は実効性が薄いこと、既存

の安全工学や人間工学が目指す技術的安全はユーザーの危険意識の鈍化という負の教

育的効果をはらみうること、ヒューマンエラーや心理学の分野におけるエラー要因の一

般化では、実験現場へのブレイクダウンがなされないために現場の実質的な事故対策に

つながらないことなど、既存の学問体系だけで解決を図ることは極めて困難な課題であ

り、分野を超えた連携と学融合が必要不可欠であることから、本研究科で推進されるに

ふさわしい内容であると考えられる。 

④将来性  体系的な安全のシステム構造に含まれるハイリスク要因を抽出する手法

により、見過ごされている危険の高精度予測や未経験作業を始める前の危険要因の発見

が可能となる点は、大学研究の新規性や多様化を加速するための安全基盤整備に貢献す

るだけでなく、広く産業界にも応用が可能な手法であるため、事故の危険性を大きく低

減した状態で研究開発が行える波及効果が期待される。 

⑤教育面との関連  科学的解析に基づく体系化された安全構造を合理的な安全管理

や安全教育に活用し、高い安全配慮意識と知識を持った人材を社会に輩出することが可

能となる点で、教育面への影響及び社会的な貢献度は極めて高い。 
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具体的な計画（会議、シンポジウム、調査出張などの目的と具体的な成果につ

いて） 

 

１．メンバー会議の開催 （期間内に３～４回を予定） 

 以下の項目を中心に、本プロジェクトの進め方に関する意見交換を行う。 

   ・「安全に関する実態・意識調査」の実施に関する計画策定 

   ・調査結果の整理（統計的解析）と問題抽出 

   ・実験作業における安全の構造化に向けた研究準備 

   ・追加メンバーに関する検討 

 

２．調査活動計画 

大学等の研究教育機関で発生した事故やヒヤリハット事例などを幅広く収

集し、そのデータベース化をはかる一方、研究分野、当事者の学年や作業内

容、対象物質などの観点で整理することによって、事故の原因となりうる潜

在的要因の洗い出しを行う。一方、実験研究の安全について、研究環境の現

状や研究者（教員や学生）の安全意識について、アンケート形式で実施し、

統計的手法等を用いて分析する。また、職場巡視等の機会を通じて大学など

の実験研究現場に精通する産業医や安全管理担当者に対し、ヒヤリングを行

う。これらの調査は、本学内にとどまらず、国内の他大学、高専、産総研や

理研などの研究所を含め、広い対象で実施する。 

 

上記の成果を、成果報告シンポジウム（９月頃を予定）および報告書の形でま

とめるとともに、新学術領域（領域提案）としての展開をはかる。 

 

経費内訳 金額（千円） 

（例） 

会議費 

シンポジウム経費 

冊子印刷 

旅費 

 

 

    ５０ 

   １００ 

    ５０ 

   ８００ 

合計  １，０００ 

自己負担分（もしあれば） 
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学融合研究推進調査費 提案書 

プロジェクト名: 学融合ビジュアライゼーションスクエアー(TV-Square)構想 

参加教員名 所属（部局・系・専攻） 

代表者： 佐々木裕次 新領域・基盤科学・物質系専攻 

岡田真人 

鈴木宏二郎 

大森敏明 

新領域・基盤科学・複雑理工学専攻  

新領域・基盤科学・先端エネルギー工学専攻 

新領域・基盤科学・複雑理工学専攻  

調査の概要（次の点について簡潔に記述すること。①目指す研究内容 ②新規

性及び革新性 ③学融合の点で強調すべき点 ④将来性 ⑤教育面との関連） 

 
①研究内容：「可視化」をキーワードとした広域研究領域を融合させ、技術的進
展だけではなく学術的に新しい構築を試み、局部的物理化学情報の新しい取り
扱いとポストプロセッシングではない新しいデーター認識論及び有効的解析手
法からなる革新的「可視化」学を提案し未解決分野に挑む。まず基盤科学研究
系内の物質系、先端エネルギー工学及び複雑理工学でのサンプル系を出発点と
し、今後、バイオ系、環境系そして生命情報系へ適応し、学融合的「可視化」
学を柏キャンパスから発信し、「可視化」とデーター認識を直接結び付ける革新
的科学認識を実践する。実験科学と数理科学との積極的な学融合創成を目指す。
 
②新規性：特定の分野における実験手法やシミュレーション等に対する場当た
り的な問題解決ではなく、先端的サンプル系に共通する問題点を議論し、生デ
ーターに対応できる新規データー認識法を提案し、革新的な「可視化」技術開
発を出口の１つとする。もう１つの革新性として、ナノ・ミクロ・マクロと言
った従来の階層的（断層的）物質認識を打開するために、階層横断可能な「可
視化」技術/分野に特に着目し、分断された学問間の突破口となる展開にも挑む。
 
③学融合性：柏キャンパスの多くの研究者が集うことのできる広域的研究対象
性と方向性を目指す。「可視化」というキーワードに集う学融合の実践場とする。
 
④将来性：新しい「基盤科学領域創成研究教育プログラム」の１つの出口とし、
今後柏キャンパス内に研究センター（仮称：学融合ビジュアライゼーションス
クエアー（Transdisciplinary Visualization Square (TV-Square)：「可視化」に関
して学融合を実践する広場）設立の準備構想とする。本構想の重要なポリシー
は、装置施設等の買い物（すぐ時代遅れになる投資）は一切せず、提案内容を
積極的に特許化、商品化検討を行い、ベンチャー的な進展を考慮する点にある。
 

⑤教育面：新プロの実践的演習場であり、本構想が中心となって多くの研究機

関（国内外の大学や民間）との交流を実践し、具体的「可視化」技術の進展と

学術的進展の両面自身を教育題材とし、生きた先端的広域教育スクエアーとす

る。上記「可視化」学は容易に解答を得られるものではない。教育現場の若い

頭脳である学生からのフィードバックも積極的に取り入れ、研究を同時に進展

させていく姿勢を重視する。 
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具体的な計画（会議、シンポジウム、調査出張などの目的と具体的な成果につ

いて） 

 

本構想の活動は主に、（１）シンポジウム開催（２）議事録の作成／編集（３）

成果をホームページにて公開、の３段階に分けられる。 

 

（１）シンポジウム開催（2009 年 �-� 月���ンパスにて開催）：基調講演＋

パネルディスカッションで構成し、内容は広域的な研究領域を対象とし、生命

／生体、分子、流体、宇宙など分野を分散させ、実験とシミュレーション双方

の立場より講演していただく。またミクロからマクロまでのスケール横断性（例

えば、気体分子から連続体流体まで）や１次元から超多次元空間までの次元横

断を強く意識する。講師やパネラーは学内外及び国内外を問わない。パネルで

は先端科学分野において今必要としている「可視化」学、今後必要とされる「可

視化」学を議論する（スケジュール：2009 年 1-4 月講師/パネラーの決定。プロ

グラムアナウンス早期着手）。本構想期間終了後も必要に応じて第 2回以降の会

合を継続開催する。 

 

（２）議事録の作成／編集（2009 年 � 月�了）：学生アルバイトにより、シンポ

ジウムの議事録案を作成する。講演者/パネラーによる校正と提供頂いた当日の

会議資料や追加的な討論内容を加えてシンポジウム議事録を編集する。 

 

（３）成果をホームページにて公開（2009 年 � 月�成、9 月公開）：議事録をも

とにホームページコンテンツを作成し公開する。トップページ等は業者発注と

し、それ以外は学生アルバイトを予定している。特定分野用の専門的なテクニ

ックを述べるのではなく、本研究で提案された考え方を広く世に問う形式。構

想期間終了後も内容を進化させ、将来的にはホームページコンテンツを基にし

た出版物作成を予定。「可視化」学なる新しい学術スタンスを広める努力を継続

させる。 

経費内訳  金額（千円） 

国内シンポジウム開催費 

謝金（講師及びアルバイト学生への謝金） 

報告書・冊子印刷 

ＨＰ作成 

旅費 

４００ 

２００ 

２００ 

１５０ 

 ５０ 

合計 １０００ 

自己負担分（もしあれば） 

メンバーが所有する JST(CREST、ERATO)等の予算間接

経費の導入も検討 
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学融合研究推進調査費 提案書 

プロ����名�国際共同研究「紛争からの復興における資源管理の役割」 

参加教員名 所属（部局・系・専攻） 

代表者 

中山幹康 

 

新領域創成科学研究科・環境系・国際協力学専攻 

吉田恒昭 

國島正彦 

杉浦未希子 

新領域創成科学研究科・環境系・国際協力学専攻 

新領域創成科学研究科・環境系・国際協力学専攻 

農学生命科学研究科/農学部・寄付講座・特任助教 

調査の概要（次の点について簡潔に記述すること。①目指す研究内容。②新規

性及び革新性。③学融合の点で強調すべき点。④将来性⑤教育面との関連 

①および②：石油やダイアモンドなどの資源を巡る紛争が，過去に数多く世界

中で発生した．紛争が発生すると，当該地域の資源や環境が大きく損なわれる

事が多い．紛争が終結した後の社会で，人々が自分たちの保有する資源を如何

に管理かつ活用するかは，紛争により荒廃した地域における復興の成否を大き

く左右する．しかし紛争後の復興に資源管理が果たす役割については，既存の

研究例は殆ど存在しない．国際協力学専攻は，この「紛争からの復興における

資源管理の役割」についての国際共同研究を，環境法研究所（ELI・米国），世

界自然保護連合（IUCN），国連環境計画（UNEP）などとの協調の下に推進してい

る（添付資料１参照）．紛争により疲弊した社会を復興する為には，如何なる手

法が採られるべきか，他国や国際機関による支援は如何なる形で行われるべき

かを，現実の事例に基づいて政策提言する事を，本研究の目的としている． 

③：本国際共同研究が対象とする事例の全ては，資源管理の工学的な側面から，

資源を巡る国際政治的な側面まで，多様な要素を包有している．これらの事例

を真に学融合的なアプローチによって分析することで，現実に即した有意な政

策提言が可能であることから，本研究科が推進するに相応しい課題である． 

④：「紛争からの復興における資源管理の役割」は，その重要性が認識されなが

らも既存の研究が殆ど存在しない領域であり，将来的にも，学融合的アプロー

チによる研究の顕著な進展を期待し得る研究課題である． 

⑤：国際協力学専攻では，博士課程の学生２名および修士課程の学生３名が本

国際共同研究に，事例研究を担当する研究者として参加している．また，人間

の安全保証プログラムからも１名の修士課程学生が研究者として参加してい

る．同じ課題に取り組む各国の研究者との交流を行いながら，一研究者として

国際共同研究に参加することは，学生にとって非常に刺激的かつ有用な経験で

あり，その教育面での効用は多大である． 
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具体的な計画（会議、シンポジウム、調査出張などの目的と具体的な成果につ

いて） 

本国際共同研究は，主に国連環境計画（UNEP）からの資金および参加諸機関が

確保する競争的資金により実施されている．国際協力学専攻では，2008 年 2 月

には複数の研究室が運営費交付金を拠出し，本国際共同研究に関する国際シン

ポジウムおよび研究に参加している研究者（本学の教員と大学院生を含む）に

よる専門家会合を本郷キャンパスで開催した．また，学内の競争的資金である

「東京大学ジョイント・フォーラム開催経費」により，2008 年 9 月にニューヨ

ーク（米国）で開催された本国際共同研究に関するジョイント・フォーラムを

開催した．更に，2008 年 11 月には環境法研究所（ELI・米国）が確保した競争

資金と運営費交付金により，本国際共同研究に参加している研究者（本学の教

員と大学院生を含む）による専門家会合を東京都内で開催した． 

 

本申請による学融合研究推進調査費は，この国際共同研究を更に推進するため，

2009 年 4 月に東京で開催する予定の（本学の教員と大学院生を含む）専門家会

合および，本国際共同研究によりこれまでに得られた知見を社会に発信するた

めの国際セミナーを東京都内で開催するための経費（講演者２名の海外からの

招聘費）および国際協力学専攻の大学院生（博士課程）による現地調査（ルワ

ンダとケニアにて実施）経費に充当される．いずれも，本国際共同研究の成果

を質的に向上するために不可欠である． 

 

なお，本国際共同研究の枠組みで実施される他の現地調査経費（総計で 75 万円

を想定）は，代表者（中山幹康）の運営費交付金および委任経理金により賄う．

経費内訳 金額（千円） 

国際セミナーおよび専門家会合（東京で開催）経費 

 招聘講演者（米国とカナダより各１名・１週間） 

 逐次通訳経費（２時間・国際セミナーにて） 

 

調査旅費（ルワンダおよびケニア・２週間） 

 

 

500 

100 

 

400 

 

合計 1,000 

自己負担分（もしあれば） 

 中山幹康の運営費交付金および委任経理金より 

 

750 
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学融合研究推進調査費 提案書 

プロジェクト名�太陽コロナ活動の室内再現実験 

参加教員名 所属（部局・系・専攻） 

代表者 

井 通暁 
 
新領域創成科学研究科・基盤科学系・複雑理工学専攻 

高瀬 雄一 

小野 靖 

山田 琢磨 

横山 央明 

横井 喜充 

常田 佐久 

新領域創成科学研究科・基盤科学系・複雑理工学専攻 

新領域創成科学研究科・基盤科学系・先端エネルギー工学専攻 

新領域創成科学研究科・基盤科学系・先端エネルギー工学専攻 

理学系研究科・地球惑星科学専攻 

生産技術研究所・基礎系部門 

国立天文台・太陽天体プラズマ研究系 

調査の概要（次の点について簡潔に記述すること。①目指す研究内容。②新規

性及び革新性。③学融合の点で強調すべき点。④将来性⑤教育面との関連 

① 【目指す研究内容】新型太陽観測衛星「ひので」によって詳細が明らかになりつつ

ある太陽コロナ活動について、衛星観測・理論シミュレーションに加えて室内プラ

ズマ実験からもアプローチすることによって、コロナ活動を総合的に解明し、天体

と実験室に普遍的に存在するプラズマ物理を明らかにすることを目的としている。

天体プラズマの特徴である高 Lundquist 数を実験室で再現するためには、核融合研

究において培われた磁場閉じ込めプラズマ技術が必須であるため、プラズマ合体法

を利用した自由度の高い核融合実験装置である UTST 装置（柏キャンパス）等を用

いて太陽コロナにおける種々の現象を実験室内で模擬し、衛星観測結果と対応づけ

ることによって太陽コロナ活動のモデリング手法の改善を試みる。 

② 【新規性・革新性】太陽コロナ研究では、これまで衛星観測と理論シミュレーショ

ンとを組み合わせることによって現象の理解が試みられてきたが、衛星観測では局

所構造の測定に制約があり、シミュレーションを行う際に数多の仮定を置く必要が

あった。本プロジェクトでは、局所的な構造観測が可能である室内プラズマ実験を

加えるというこれまでにない手法を採用することによって、実験で得られるミクロ

な物理条件と、衛星で観測される大域的な構造や現象を結びつけた上で太陽コロナ

現象の多角的な解釈を行うという画期的な内容となっている。 

③ 【学融合に関して】本プロジェクトの学問分野は、物理学、核融合工学、天文学、

人工衛星工学といった多岐の領域に亘っており、特に核融合開発において得られた

実験技術と、衛星観測に基づく天体現象およびその物理モデルとの融合により、プ

ラズマ物理研究の新たな方向性を見出すことを目的としている。 

④ 【将来性】衛星観測結果とよく適合する実験条件を探索し、その物理過程の解明を

行うと同時に、室内実験の側から新たな衛星観測対象を提案することによって太陽

コロナ活動の総合的理解をもたらし、さらには次期太陽観測衛星計画やそれと連携

する室内実験計画へ貢献することが期待される。 

⑤ 【教育面に関して】本プロジェクトには本学新領域、工学系、理学系から、核融合

実験および天文学に携わる大学院生５～６名の参加を予定しており、学融合を実体

験するよい機会になると考えられる。 

 



― 40 ― ― 41 ―

44 
 

 

具体的な計画（会議、シンポジウム、調査出張などの目的と具体的な成果につ

いて） 

 
本研究の準備状況としては、2008 年度に東京大学の各部門（新領域、理学系、生産研）

および国立天文台のメンバーによる合同セミナーを三度実施しており、現状と課題の共

有化を行った。 

 

今後の計画としては、 

・2009 年 3 月の日本物理学会年次大会において、衛星観測―実験室の合同セッション

を開催し、本課題について汎く議論を行う。 

 

・2009 年 4 月に、太陽観測と実験室プラズマとの合同研究会を行う。コロナ加熱、マ

イクロ・ナノフレア、磁束管の浮上、波動励起と散逸といった個別の太陽活動に対応す

る観測担当者と実験担当者、および理論シミュレーション担当者とでユニットを形成

し、具体的な実験方法や観測データ解析法の検討を行う。 

 

・2009 年 4 月から 9 月までの間に、ユニットごとに個別に打ち合わせを実施する。特

に実験研究への観測担当者・理論シミュレーション担当者の直接的な参加によって、問

題点の抽出および課題の深化を行う。 

 

・2009 年 9 月に、それぞれの具体的な共同研究テーマに関する初期結果についての検

討会（シンポジウム）を実施する。各々の会議で作成した会議録を資として、次期研究

計画へ発展させる。 

経費内訳 金額（千円） 

 

会議費 

旅費 

会議録作成費 

200

650

50

合計 900

自己負担分（もしあれば） 

 

0

 

 

 



― 42 ― ― 43 ―

45 
 

学融合研究推進調査費 提案書 

������名�「縮小のデザイン学」のための４つのフィールド・ワークショップの実施

参加教員名 所属（部局・系・専攻） 

代表者 

大野 秀敏 

 

環境学研究系 社会文化環境学専攻 

辻 誠一郎 

北沢 猛 

鬼頭 秀一 

黄 光偉 

佐藤 弘泰 

清水 亮 

横張 真 

浅見 泰司 

環境学研究系 社会文化環境学専攻 

環境学研究系 社会文化環境学専攻 

環境学研究系 社会文化環境学専攻 

環境学研究系 社会文化環境学専攻 

環境学研究系 社会文化環境学専攻 

環境学研究系 社会文化環境学専攻 

環境学研究系 自然環境学専攻 

空間情報科学研究センター 

調査の概要（次の点について簡潔に記述すること。①目指す研究内容。②新規

性及び革新性。③学融合の点で強調すべき点。④将来性⑤教育面との関連 

① 目指す研究内容 

社会文化環境学の共同テーマの一つである「縮小のデザイン学」を具体化す

る４つの研究テーマについて、それぞれのフィールドに赴き、現地において、

研究参加者全員で議論を重ね、研究の問題意識、方法論等について相互批判

を進めることで共同研究を充実させる。 

 

② 新規性及び革新性 

「縮小」、「縮退」などの用語は、近年急速に人口に膾炙するようになったが、

更に今年に起こった経済不況など現実の進行の速さが目立つ様になり、それ

に比べて、学問的探求が遅れている。拡大、膨張を貴重とした２０世紀的諸

学の方法論に対抗すべき、「縮小のデザイン学」を打ち立てる必要があると考

えている。 

 

③ 学融合の点で強調すべき点。 

２１世紀のパラダイム構築を目指す、「縮小のデザイン学」の創成を担う学問

分野は２０世紀的学問分野ではなく、まさに学融合によって切り開き打ち立

てるべきもので無くてはならない。その意味で、文理融合的構成をとる社会

文化環境学は、柏における新領域創成科学研究科のミッションを深く実現し、

その困難な課題に立ち向かいたいと考えている。 
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④ 将来性 

既にメンバー教員によって幾多の関連する試みがなされ成果が現れている。

本ワークショップによって、これらの個々の試みの意義が共有され、更に深

化するきっかけとなることを期待している。特に、本プロジジェクとへの参

加者はいずれもフィールドを持っている。関係者全員がフィールドに赴く意

味は計り知れない。 

 

⑤ 教育面との関連 

専攻の共通科目である、「社会分環境学概論」への反映、その教科書（編集出

版予定）への反映が期待できる。 

 

⑥ また、環境学研究系では環境を総合的にデザインできる設計者養成を目指す

「統合環境デザイン教育プログラム」があり、本プロジジェク参加者が中心

なって運営されている。また、社会文化環境学では修論の副指導教員制や論

文発表会での異分野交流に力を入れている。これらの活動において異分野の

学問に対する教員の理解度が高まる。 
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具体的な計画（会議、シンポジウム、調査出張などの目的と具体的な成果につ

いて） 

本共同研究は、本年度に開始したものであり、社会文化環境学専攻の教員を中

心に進めている。現在、各研究班において研究の第一段階の成果が出始めてい

る段階であるところから、各４つのテーマが扱うフィールドにおいて、研究対

象を前に、研究の成果を共有し、研究の方向付けを行なう。参加者は、本研究

会のメンバーに最適な外部講師を加え、各研究テーマ毎に現地でワークショッ

プを４回行う（日帰り２回、一泊２回）。 

 

４つのテーマ 

Ⅰ 近世における環境変化と人為要因（辻＋浅見） 

環境変化の歴史を踏まえた将来予測なしには、人為生態系および都市社会を縮

小時代において適切に維持できず、崩壊を待つのみである。環境史的アプロー

チおよび社会マネジメントアプローチによって生かすべき生態系・都市社会と

維持できない生態系・都市社会を評価し、再構築を提案する。フィールド： 

 

Ⅱ 治水の技術と市民的承諾（黄＋清水） 

氾濫しない完璧な堤防の建設から、ある確立での氾濫を許容する「ほどほどの

治水対策」への転換を社会はどのように受け入れるのか。また、「ほどほどの技

術目標」はどのように設定されるのか。フィールド： 

 

Ⅲ 大都市フリンジエリアにおける農地を含む緑地と生業としての農の将来像

（横張＋鬼頭） 

人類史においては緑地は経済行為と結びつきながら維持されてきた。現代にお

いては、この構造が崩壊したことが緑地維持の困難を生んでいる。緑地維持の

代表的な農を２１世紀的に捉え直すことにより、持続可能な緑地のあり方を提

案する。フィールド： 

 

Ⅳ コンパクトシティモデル適用の影響評価と持続可能な低密郊外住宅地サポ

ート技術（大野＋佐藤＋浅見） 

日本の地方都市は既に全域が郊外都市のような状況である。これを、環境問題

に対して合理的とされるコンパクトシティに全て作り替えるならば、膨大な廃

棄物を副産し環境への影響が甚大である。社会的、物質的に合理的なサステー

ナブルな居住を可能にする都市形態の検討を行う。フィールド： 
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なお、これらの研究チームの他に下記研究チームを設ける。 

Ⅴ 多様な郊外コミュニティのファシリティ・マネージメント（北澤＋清水） 

フィールドは、古い農村集落、７０年代以前の郊外住宅、団地、最近の戸だて

住宅など多様な構成要素からなっている。これらのストックを生かし、サステ

ーナブルで魅力的な居住地を作り出すために、面的に管理する技術を開発する。

 

経費内訳 金額（千円） 

一泊ワークショップ 

宿泊費 ＠15 千円 

旅費  ＠5 千円 

参加人員毎回 15 人（講師含む）       

会議室借料      

招聘講師講師料              

印刷費   

日帰り費用 

旅費  ＠３千円 

参加人員毎回 15 人（講師含む）   

会議室借料      

招聘講師講師料              

印刷費      

 

 

 

 

 

300 千円 

20 千円 

50 千円 

10 千円 

 

 

45 千円 

30 千円 

25 千円 

10 千円 

合計 980 千円 

自己負担分（もしあれば） 

 

 

 

 



― 46 ― ― 47 ―

49 
 

学融合研究推進調査費 提案書 

参加教員名 所属（部局・系・専攻） 

代表者 

河野重行 教授 

 

生命科学研究系 先端生命科学専攻 

影本 浩 教授 

福田健二 教授 

園池公毅 准教授

服部正平 教授 

平野裕一 千葉県

環境学研究系 環境システム学専攻 

環境学研究系 自然環境学専攻 

生命科学研究系 先端生命科学専攻 

情報生命科学専攻 

客員連携研究員・地域連携プロジェクト上席マネージャー 

調査の概要（次の点について簡潔に記述すること。①目指す研究内容。②新規

性及び革新性。③学融合の点で強調すべき点。④将来性。⑤教育面との関連。 

東京大学「バイオーム構想」では、環境傾度バイオーム

の建設をめざしており、1/10 のプロトタイプでも 20ｍ、完成時には全長 200ｍ

となる世界に類を見ない巨大温室となる。その建設にあたっては省エネ・新エ

ネ環境制御技術の産学官連携での開発が進んでいる。一方、環境傾度バイオー

ム建設後の運営方法や、地球温暖化を見据えた学術研究への新展開と利用、地

域振興と新産業創出などに関しては調査がまだ十分ではない。そこで、国内外

の巨大温室施設を結び、バイオーム研究ネットワークを構築することで、学融

合的新研究分野の創出と産業分野への新たな展開を図りたい。 

②新規性及び革新性�省エネ・新エネ環境制御技術を駆使した環境傾度バイ

オームの新規性と革新性は言うまでもない。一方、国内外に既設の巨大温室も

それぞれに特徴的でユニークな運営形態をしており、LED の普及で植物工場の普

及と振興にも目覚ましいものがある。バイオーム研究ネットワークはこれらを

結びつけ、新たな展開を図ろうとするものである。不思議なことに、これまで

こうした試みはほとんどなく、新規展開を図るチャンスでもあろう。 

東京大学「バイオーム研究会」、地域新生コン

ソーシアム、地域結集型共同研究開発プログラムなどを通じて、産学官連携コ

ンソーシアムを進めてきた。平成 19 年度からは「千葉県・東京大学かずさ国際

地球環境研究拠点形成プロジェクト」を開始し、かずさ DNA 研究所や千葉大学、

民間企業との間で実質的な学融合研究を始めている。今回のプロジェクトはこ

の学融合研究を側面から補強する目的もある。 

民間企業と共同で実施する新エネ (色素増感太陽電池、DLC 型太陽

電池、小型垂直軸風力発電など)環境制御システムは地球温暖化対策技術として

大いに期待されている。バイオーム研究ネットワークによって、環境傾度バイ

オームそのものの利用価値と将来性もより大きなものとなろう。 

④教育面との関連�環境系はもちろん生命系、情報生命、基盤系においても、

サステナブルな地球環境教育は極めて重要だろう。バイオーム研究ネットワー

クや関連するシンポジウムは教育面でも多くの効果をもたらすと期待される。 
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具体的な計画（会議、シンポジウム、調査出張などの目的と具体的な成果につ

いて） 

環境傾度バイオームに勝ることはないが、国内外にはそれぞれにユニークな

既設の巨大温室がある。また植物工場の普及振興も著しく民間では巨大植物工

場の建設が続いている。国外では、バイオスフィアⅡ(米国)、バイオドーム(カ

ナダ)、エデンプロジェクト(英国)があり、研究施設を備えた英国王立キュー植

物園の大温室も有名である。国内では、鳥取大学の乾燥地研究センター・アリ

ドドーム実験施設、京都大学の生存圏研究所・持続可能生存圏開拓診断/森林バ

イオマス評価分析システム (DASH/FBAS)、環境科学技術研究所（六ヶ所村）の

全天候型人工気象実験施設、千葉大学の園芸学部・植物工場が有名で、これに

加えて、カゴメ、キューピー、丸紅、三菱化学などが植物工場を建設している。

これらの巨大温室施設と大学・民間各社の植物工場を結ぶネットワークを構

築するために以下のような事業を展開する。また、学生向けの植物工場の見学

会やワークショップの開催を企画している。 

�推進会議の設置�本プロジェクトを推進するために、千葉県を中心に学内

および学外の研究者・企業による産学官の推進会議を設置する。(2,3 月に１回

程度、バイオーム研究会とともに開催する) 

�シンポジウムの開催�国内外の巨大温室施設や植物工場の担当者を招聘し

て、巨大温室施設の運営と利用に関するシンポジウムを開催する。このシンポ

ジウムには省エネ・新エネ環境制御の専門技術者を加える。また、東京都「夢

の島熱帯植物館」「神代植物公園」、神奈川県立「フラワーセンター」などの温

室担当者も招聘する。(１回または２回開催する) 

�調査出張・見学会�鳥取大学のアリドドーム、京都大学のＤＡＳＨシステ

ム、環境科学技術研究所の全天候型人工気象実験施設の調査を行うとともに、

学生を中心に民間各社の植物工場の見学会・ワークショップを開催する。 

�報告書の�成・ＨＰの更新�バイオーム研究会の未刊の講演要旨をまとめ

る。シンポジウム、調査出張・見学会の報告書をまとめるとともに、バイオー

ムＨＰ http://www.caseplan.biz/biome/index.html の更新を図る。 

経費内訳 金額（千円） 

（例） 

会議費 

シンポジウム経費 

冊子印刷 

旅費 

ＨＰ更新などの広報活動費 

 

50 

400 

300 

250 

500 

合計 1,500 

自己負担分（ＨＰ更新などの広報活動費に関しては千

葉県が負担する） 
500 
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学融合研究推進調査費 提案書 

プロジェクト名�持続可能社会を支えるマテリアルサイエンスイノ�ーシ�ン

参加教員名 所属（部局・系・専攻） 

代表者 

佐々木岳彦 

新領域創成科学研究科・基盤科学研究系・複雑理工学専攻 

 

大島 義人 

阿久津 好明 

和田 猛 

月橋 文孝 

木村 薫 

寺嶋 和夫 

斉木 幸一朗 

溝川 貴司 

新領域・環境学研究系・環境システム学専攻 

新領域・環境学研究系・環境システム学専攻 

新領域・生命科学研究系・メディカルゲノム専攻 

新領域・基盤科学研究系・物質系専攻 

新領域・基盤科学研究系・物質系専攻 

新領域・基盤科学研究系・物質系専攻 

新領域・基盤科学研究系・複雑理工学専攻 

新領域・基盤科学研究系・複雑理工学専攻 

調査の概要（次の点について簡潔に記述すること。①目指す研究内容。②新規

性及び革新性。③学融合の点で強調すべき点。④将来性⑤教育面との関連 

① �������   ����成、��������、���������

�������をそれぞれ専門としている教員が、これらを融合して、持続

可能社会を支えるための中核となるべき���������������

成することを目指す。具体的には、二酸化炭素排出の低減、省エネルギー技

術・リサイクル技術・高効率物質変換技術の向上と確立、環境汚染物質の除

去など様々な課題があり、各メンバーが個々の分野で取り組みを行っている

が、これらの多面的な取り組みを結集、整理し、新しいアプローチの創出、

ひいては新しいマテリアルサイエンスの構築を目的とする。 

② �������� 米国環境省からグリーンケミストリーいう概念、ＯＥＣ

Ｄからサステイナブルケミストリーという概念が提唱されているが、これら

を発展的に融合し、材料学、環境学、物理学、化学に立脚して、持続可能社

会をの支えるためのロードマップ作りと解決シナリオを含んだ新概念、新サ

イエンスを確立する。 
③ ������������ 本プロジェクトは、基盤系、環境系、生命系の

３系に属する物質科学に関連する教員から構成されており、それぞれのバッ

クグラウンドを基盤として、それらを融合した新しいマテリアルサイエンス

の創成を目的としており、学融合の理念に合致している。 

④ ��� 持続可能社会を実現することは、地球上における人類の生存のため

にも必要とされており、現在の科学技術、社会構造のパラダイムシフトが望

まれている。さらには、それをふまえた新産業の創出を先導する意味の上で

も、将来にわたり高い重要性を持っている。 

⑤ �������  各教員の指導する学生にも、研究活動、調査活動、シン

ポジウムでの研究発表に積極的に関与してもらうことで教育的効果を果た

すことを計画している。 
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具体的な計画（会議、シンポジウム、調査出張などの目的と具体的な成果につ

いて） 

 

（１） 会議開催 （１－３月） キックオフ、研究科内の周知、追

加メンバーの募集 

（２）  調査活動 重点的なテーマ 

① ���������マテ������������� 
② ���������マ��������������������

����� 
③ ������������������������ 
④ ������ー������������������� 
⑤ ������������������������������

⑥ ��活������������������� 
 

（３） シンポジウム開催 （８－９月） 

メンバーによる講演 

著名研究者の招待講演  

  産総研 本間 格 （エネルギー材料） 

東大工 堂免 一成 （光触媒、水分解） 

北大触媒化学研究センター 福岡 淳 （バイオマス関連触媒） 

  海外からも研究者の招待講演を予定している。 

学生によるポスターセッション 

（４） 報告書作成、新学術領域（研究領域提案型）への申請 

経費内訳 金額（千円） 

（例） 

会議費 

シンポジウム経費 

冊子印刷 

旅費 （調査活動の出張・シンポジウムへの招待者の

旅費） 

謝金 （学生による研究補助、調査など） 

 

５０ 

    ２００ 

    １００ 

    ５００ 

 

    １５０ 

合計    １，０００ 

自己負担分（もしあれば） 
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学融合研究推進調査費 提案書 

プロジ�ク�名�東大エネルギーワークショップ 

参加教員名 所属（部局・系・専攻） 

代表者 

小野 靖 

大学院新領域創成科学研究科・基盤科学研究系・先

端エネルギー工学専攻 

武田展雄,小川雄一,堀洋

一,横山明彦,吉田善章,大

崎博之,鈴木宏二郎、小紫

公也,小野亮,古川勝,馬場

旬平,高瀬雄一,松橋隆治,

長島利夫  

同上 

大学院新領域創成科学研究科・複雑理工学専攻 

大学院新領域創成科学研究科・環境システム学専攻

大学院工学系研究科・航空宇宙工学専攻 

大学院工学系研究科・電気系専攻 

調査の概要（次の点について簡潔に記述すること。①目指す研究内容。②新規性

及び革新性。③学融合の点で強調すべき点。④将来性。⑤教育面との関連 

①[目指す研究内容] 

エネルギー環境の最先端研究、具体的にはまだ広く知られていないエネルギー研

究の新しい芽を集め、レビューするワークショップを新領域創成科学研究科が中

心となって開催し、エネルギー研究の COE 組織を柏キャンパスに創設すること目

標とする。 

 

②[新規性及び革新性]  

新しいエネルギー研究の芽をとりあげたシンポジウムはエネルギー研究の中で

も、初めての試みである。柏キャンパスに集結させることは東京大学のエネルギ

ー研究の重心を柏に動かす意義がある。 

 

③[学融合の点で強調すべき点] 

具体的には、次世代エネルギーとしての太陽光や核融合、エネルギー輸送や貯蔵、

環境負荷の少ないエネルギー利用、環境に優しいエネルギー社会の創成について

考える中で、電気系、旧原子力系、宇宙航空系の知識を融合する意義がある。 

 

④[将来性] 

大学が担当すべき次世代エネルギー研究の中核ワークショップが柏キャンパス

に創成され、内外のキーパーソンとの協力と学融合の努力が行われるならば、本

組織が COE 組織へと進化していくことが期待できる。 

 

⑤[教育面] 

本ワークショップは、先端エネルギー工学専攻をはじめ、エネルギー・環境・宇

宙分野の関連分野を一つにまとめることになる。学生教育への今までにない幅広

いアプローチを可能になり、専門性の高い教員によってエネルギー分野全体を講

義できるように教育体制における学融合につながる可能性が高い。 
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具体的な計画（会議、シンポジウム、調査出張などの目的と具体的な成果につ

いて） 

 

 先端エネルギー工学専攻教員を中心にエネルギー研究の先端分野を集めてワ

ークショップを開催する。大学が担当すべき次世代エネルギー研究の芽につい

て、関連研究者を集め、トピックス毎に集中的な討論を行う。 

具体的には、 

１） 太陽宇宙発電や核融合発電など次世代エネルギー、 

２） エネルギー輸送や貯蔵の先端分野、 

３） 電気自動車など環境負荷の少ないエネルギー利用、 

４） 環境に優しいエネルギー社会の創成 

５） その他、エネルギー科学、宇宙科学の先端研究 

について内外の研究者で具体的成果を得ることを目標とする。 

柏キャンパスにエネルギー研究の中核を形成し、最終的にエネルギー研究の COE

組織を創設すること目標とする。 

 

経費内訳 金額（千円） 

 

会議費  

シンポジウム経費 

冊子印刷 

旅費 

 

 

 

３００ 

２００ 

１００ 

４００ 

合計 １０００ 

自己負担分（もしあれば） 

 

２００ 
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学融合研究推進調査費 提案書 

プロジェクト名�水資源の持続可能性に向けた技術・経営・政策の学融合 

参加教員名 所属（部局・系・専攻） 

代表者 鎗目雅（新領域創成科学研究科・環境系・サステイナビリティ学） 

 味埜俊（新領域創成科学研究科・環境系・社会文化環境学専攻） 

小貫元治（新領域創成科学研究科・環境系・サステイナビリティ学） 

岩田修一（新領域創成科学研究科・環境系・人間環境学専攻） 

黄光偉（新領域創成科学研究科・環境系・社会文化環境学専攻） 

太田美帆（新領域創成科学研究科・環境系・国際協力学専攻） 

田中幸夫（総括プロジェクト機構・「水の知」（サントリー）総括寄付講座）

城山英明（法学政治学研究科・行政学専攻、公共政策大学院） 
Bernhard TRUFFER (EAWAG, Swiss Federal Institute for Aquatic Science 

and Technology) 
Yonglong LU (Research Centre for Eco-environmental Sciences, Chinese 

Academy of Sciences) 
調査の概要（次の点について簡潔に記述すること。①目指す研究内容。②新規性及び革新

性。③学融合の点で強調すべき点。④将来性⑤教育面との関連 

現在世界的にエネルギー・水・食料資源の制約を基にサステイナビリティに関する懸念が

強まっており、このような科学技術、経済・経営、公共政策が相互に関わる複雑な問題に

対しては、個別の組織がそれぞれ単独で対処していくことが非常に困難であり、ネットワ

ークを通じて多様な主体が共創的に取り組むことにより、社会レベルでのイノベーション

を創出していく必要がある。水資源の持続可能性に向けて、海水淡水化向けの逆浸透膜、

下水処理などに使う精密ろ過膜などの水処理技術は極めて重要であり、東レなど日本企業

が開発した技術は世界的に見て非常に高い水準にある。しかしながら、その優れた技術が

中国など水不足・水質汚染が深刻な地域において有効に活用されているとはいえず、ビジ

ネス・モデルとして必ずしも成功しているわけではない。日本国内において基盤技術の開

発に関して効果的に働いた産学官の連携が、他国への単なる要素技術の移転にとどまらな

い、社会レベルでのイノベーションの創成に向けては、十分に機能していない可能性があ

る。フランスなどの欧州企業は、現地のサプライヤー、ユーザー、公的機関を含めた有機

的なネットワークを形成し、要素技術だけではなく、水処理に関わる運用・管理も含めた

一つの技術システムにパッケージ化を行うことで、中国などで積極的な水ビジネスの展開

を進めている。これまで日本国内では、水関連事業は主に公的部門によって運営・管理さ

れてきた。しかし近年の環境関連サービスの民営化の流れの中で、長年にわたって蓄積し

てきた経験・ノウハウを技術マネジメント・システムとして体系化・効率化し、国際的な

制度設計の提案と組み合わせて、地球レベルでの水資源の持続可能性に向けて戦略的に展

開していくことが求められる。本研究では、日本が持っている水資源に関わる科学技術を

どのようにして国際的に有効に活用していくことができるのか、中国を具体的なフィール

ドとして、研究開発、企業経営、公共政策の相互作用の観点から分析を行う。スイス EAWAG、

中国科学院・環境科学研究所と連携し、現地での定量的なデータの収集・分析を通じて、

国際的な比較を行う。水処理技術・水資源管理に関わる工学、技術開発・普及のマネジメ

ントに関わる経済・経営学、公的セクターの組織・意思決定に関わる行政学・政治学、情

報・知識の創出・伝達・活用に関わるデータ・サイエンスの研究者が、学融合的な観点か

ら技術・経営・政策が複雑に関わるダイナミックなプロセスを検証し、戦略・制度設計に

向けた具体的な提案を行う。サステイナビリティ教育プログラムの学生を中国に派遣し、

国際的なチームとともに実際に存在する問題に対して取り組むことで、教育上非常に有意

義な経験が得られ、将来的に世界のリーダーとして活躍していくことが期待される。 
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具体的な計画（会議、シンポジウム、調査出張などの目的と具体的な成果について） 

これまでの準備として、鎗目は 2008 年 9 月修了の人間環境学専攻修士研究において、中国

各地域における環境産業・ビジネスの定量的なデータ分析の指導を行った。国際共同研究

に向けて、鎗目と EAWAG の Bernhard Truffer は、2008 年 6 月デンマーク・コペンハーゲ

ンで開催された DRUID International Conference、2008 年 9 月フランス・ボルドーで開催さ

れた DIME International Conference on Innovation, Sustainability, and Policy に参加し議論

を始めている。2008 年 12 月には味埜、黄が中国を訪問し、中国科学院でセミナーを開く予

定である。2009 年 1 月にはチューリッヒで EAWAG と共同セミナーを開催し、鎗目、味埜、

小貫が参加する予定である。2009 年 6 月にはスイス、中国、日本から研究者が参加して、

中国科学院で国際ワークショップを開催する予定である。実際に研究を行うにあたっては、

サステイナビリティ学教育プログラムの学生を中国に派遣し、実際に現地のフィールドで

データ収集・分析を行う。水資源の持続可能性を追求するにあたって、需要の予測、水質

の確保、水処理技術の開発、管理システム・インフラの構築、水利用のマネジメント、法

律・制度の整備など、多くの側面に亘るコーディネーションが求められる。イノベーショ

ンを、社会的な制度条件の下で多様な知識が異なるアクターによって生産・伝達・活用さ

れる複雑な知識循環プロセスと捉えると、そこでは問題の認識、科学的知識の創出、対応

技術の開発、社会におけるその普及・活用など、様々なフェーズがフィードバックを通じ

て複雑に絡まっている。その結果、科学研究によって新しい知識が創出される量・速度に

他の段階における知識の受容・理解が追いつかない、あるいは社会的な問題に関する知識

のニーズに対してその供給が間に合わないというダイナミックな不適合、また科学研究に

よって創出される知識と社会において必要とされる知識の分野・性質における不整合が生

じる可能性があり、このギャップは持続可能性を追求する上で本質的に重要な問題となる。

本研究では、知識循環での様々な過程に関する特性、影響因子、メカニズム、速度、律速

段階などの側面を理論的・実証的に明らかにすると同時に、現実に社会に存在する課題の

地球レベルでの長期的な傾向を予測し、それに対応したイノベーションの実現に向けた行

動を提案することを目指す。そのために、高度化・細分化されてきた学問領域を、社会に

おける知識循環システムという観点からどのようにつなぎ統合的に理解することが可能

か、新たな概念と方法論の開発を行う。工学、経済学・経営学、政治学・行政学を包摂す

る学融合的なアプローチと、科学技術、企業経営、公共政策、制度に関わる膨大かつ多様

なデータ・情報を収集・分析するための方法論・ツールが必要となる。イノベーション・

システムを構成する要素として知識、アクター、制度を同定し、その構造・機能・進化に

関する理論的なモデルを形成することで、技術・経営・政策をどのように戦略的に組み合

わせることでサステイナビリティに向けたイノベーションが創成されるのか、より一般的

な観点から議論することが可能となる。マクロ的な大規模データ分析とミクロ・レベルの

具体的な情報収集を基盤として、同一の分析手法を各地域に応用することで、社会的・文

化的に異なる条件でそのメカニズムがどう異なるのか実証的に検証する。分野間・地域間

におけるイノベーション・システムの親和性・適合性や、その相互作用を通じた変動のメ

カニズムをより深く理解することで、エネルギー、健康、安全などに関して日本が持つ優

れた科学技術を国際的に有効に活用していくための可能性と課題が明らかになると期待さ

経費内訳 金額（千円） 

会議費 

冊子印刷 

旅費 

100

100

800

合計 1,000

自己負担分（もしあれば） 0
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学融合研究推進調査費 提案書 

プロジェクト名�バイオイメージング学融合研究推進�� 

参加教員名 所属（部局・系・専攻） 

代表者 

 

◎山本一夫（新領域・生命科学研究系・先端生命科学専攻）

◯大矢禎一（新領域・生命科学研究系長） 

 佐々木裕次 (基盤科学研究系・物質系専攻)  

大崎博之（基盤科学研究系・先端エネルギー工学専攻） 

岡田真人、能瀬聡直 (基盤科学研究系・複雑理工学専攻) 

田口 英樹（生命科学研究系・メディカルゲノム専攻） 

三谷啓志、馳澤盛一郎（生命科学研究系・先端生命科学専攻）

他５名 

調査の概要（次の点について簡潔に記述すること。①目指す研究内容。②新規

性及び革新性。③学融合の点で強調すべき点。④将来性⑤教育面との関連 

①生命科学では、生体内で起こる反応の時間的・空間的な変化を観察し、その

膨大なイメージング情報を処理・解析することにより、ナノの世界の反応が細

胞あるいは組織・個体といったミクロ・マクロな現象をどのように規定してい

るのかを理解することが必要である。そこで、本研究科では平成２１年４月１

日よりバイオイメージングセンターを設置し、本研究科で行なわれているさま

ざまな生命科学関連の研究教育において、今後急速に発展するであろうイメー

ジング技術を融合させ、さらには新規の技術を創造して、世界に発信すること

とした。②本センターは、分子（ナノ）イメージング分野、細胞（ミクロ）イ

メージング分野、組織・個体イメージング分野、数理イメージング分野、流動

プロジェクト分野からなり、原子・分子・細胞・個体を含むあらゆるレベルの

イメージングを取り扱うとともに、共通のプラットフォームに立ったデータマ

イニング、確率的情報処理、時間軸を含む高次画像統計などに基づく解析を通

して、更なる予測を行う。③研究科の新たな学融合の施策のひとつとして、既

存のイメージング機器を有効利用するとともに、より高度な機器の拡充を図り

最先端のバイオイメージング研究を通して新たな共同・連携研究を推進する。

④イメージング技術、またその技術を用いた基礎研究や応用は、今後の生命科

学の分野において主流になることは明らかである。それらの可能性を逸早く探

り世界に発信して行くことは、学問的に大きなインパクトがある。一方、医療

においても診断や治療におけるイメージングプローブの開発や手法、機器の開

発が求められており、高感度で信頼性の高いイメージング技術が確立できれば

国民の健康や福祉に貢献でき、研究成果を広く社会に還元できる。⑤機器利用

の講習会などを開催するだけでなく、基盤科学研究系、生命科学研究系などの

専攻ならびに教育プログラムと連携しながらバイオイメージングに関する教育

研究を推進する。 
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具体的な計画（会議、シンポジウム、調査出張などの目的と具体的な成果につ

いて） 

大学院新領域創成科学研究科では、さまざまなモデル生物を用いた分子・細胞・

個体レベルでの研究、ゲノム解析などに基づく生命情報の解析やデータベース

の構築、これらの情報を医療に直結させるトランスレーショナルリサーチ、な

どがおこなわれてきた。一方、「強磁場 MRI コンプレックス」構想のもとに、数

年前からさまざまなシンポジウムや講演会などを行い、イメージング技術の可

能性についても、学内外の多様な研究分野の研究者に紹介し議論を重ねてきた。

 今回の「バイオイメージング学融合研究推進事業」では、この活動をさらに

活性化させ、「バイオイメージングセンター設立記念シンポジウム」を平成２１

年３月初旬に開催し、学内外にセンター設置をアピールするとともに、センタ

ー教員ならびに学生の意識を高める。 

 さらに、平成２１年５月、７月、９月、１１月などに「バイオイメージング

セミナー」を開催し、このシンポジウムを通じて、センター教員ならびに学生

がバイオイメージングについて広く学ぶだけではなく、研究者や学生が自由に

集う場を提供し、学融合について深く考え、新しい共同研究などが生まれるき

っかけとする。セミナーの際に国内の他の類似施設について調査して報告する。

 最後に、予算配分母体のない「バイオイメージングセンター」で開催するセ

ンター教員会議、センター運営会議などの会議を開き、センターの運営ならび

に将来構想について検討する。 

  

 

経費内訳 金額（千円） 

 

シンポジウム経費 

会議費 

講師謝金・旅費 

調査旅費 

 

300 

250 

300 

150 

合計 1,000 

自己負担分（もしあれば） 

 

0 
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学融合研究推進調査費 提案書 

プロジ�クト名�エピゲノム研究拠点構築のための調査 

参加教員名 所属（部局・系・専攻） 

代表者 

 

◎ 大矢禎一（新領域創成科学研究科 生命科学研究系長）

◯ 山本一夫 （新領域創成科学研究科 先端生命科学専攻）

 青木不学（新領域創成科学研究科 先端生命科学専攻） 

河野重行（新領域創成科学研究科 先端生命科学専攻） 

東原和成（新領域創成科学研究科 先端生命科学専攻） 

児玉龍彦（先端科学技術研究センター 先端学際工学専攻）

油谷浩幸（先端科学技術研究センター 先端学際工学専攻）

調査の概要（次の点について簡潔に記述すること。①目指す研究内容。②新規

性及び革新性。③学融合の点で強調すべき点。④将来性⑤教育面との関連 

① エピゲノム情報、DNA およびヒストンなどの修飾情報は 200 種類に及ぶ細胞

種毎の「細胞レベルの記憶」として、１個体の間伝達され、受精とともにリプ

ログラミングされることが注目されている。一方、細胞は外部環境からの刺激

に対してさまざまな表現型をとるが、エピゲノム修飾の成熟が頑健性を保つ機

構の一つとして考えられており、様々な生命現象の解明にはエピゲノム、の理

解が不可欠である。そこで、本研究拠点では、高速シークエンサーを軸にした

染色体ゲノム情報の系統的取得、プロテオミクスによる核蛋白複合体の解析、

そして核内イメージングなどの大量の生命情報を統合し、エピゲノム科学の創

成をめざす。②エピゲノムの解明は環境と生物の関連を理解するために必須で

ある。人間では３０億塩基対の解読自体が一代事業であったが、エピゲノムで

はその修飾情報を系統的に取得し、解析することが鍵となる。この拠点はあら

たな生命科学基盤としてゲノム、蛋白、ＲＮＡの研究者を結集するとともに、

環境、農業、医療、教育の教育者の結集により、エピゲノム科学推進のアジア

最大の拠点を形成し、そこから環境、農業、医療、教育への新たなフロンティ

ア技術を開発し、世界経済の振興へ貢献する意味で革新的である。③エピゲノ

ム研究拠点の構築は学問的には生物の受精卵からの形成につき初めてのパース

ペクティブを与える。IPS 細胞を遺伝子導入なしに医薬品を中心に作成する学融

合的技術も可能となる。環境の生物にあたえるエピゲノム効果を解明し環境化

学物質の意義を明らかにすることも学融合によって可能になる。④先端科学研

究センターと新領域創成科学研究科先端生命科学専攻は、平成２２年度概算要

求として、「エピゲノム研究拠点」を提出した。この概算要求が認められれば、

高等教育において人間と生物に環境がエピゲノムにどのような影響を与えるか

について学ぶ基礎を明らかにすることが初めて可能となる。⑤先端生命科学専

攻では、本調査の結果を踏まえて「モデル生物イニシアティブ」という教育プ

ログラム or コースの設置を検討する予定である。 
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具体的な計画（会議、シンポジウム、調査出張などの目的と具体的な成果につ

いて） 

 先端生命科学専攻では、マウス、酵母、ショウジョウバエ、メダカなどの多

岐のモデル生物の研究、表現型解析をはじめとする表現型レベルの研究分野を

推進している。加えて「魅力ある大学院教育」イニシアティブのもと「超横断

的バイオ人材育成プログラム」を実施しており、アーカイブ授業の導入などの

部局横断的な、全学的規模の教育基盤の構築の実績を有している。一方、先端

科学技術研究センターでは2002年から戦略的拠点プログラムのオープンラボシ

ステムの一つとして、システム生物医学ラボラトリーを立ち上げ、プログラム

終了後も交付金教授２名に加えて、基金教授１名、特任教授３名、特任准教授

５名を雇用して、ゲノミクスおよびプロテオミクス解析を軸として、癌、生活

習慣病の解明、エピゲノム科学の創成を推進してきた。これら２つの部局間で

2007 年度にはエピゲノムに関する合同国際ワークショップを１回開催し、幾つ

かの共同研究プロジェクトをスタートさせて、両者の連携による概算要求の構

想を練ってきた。 

 今回の調査研究では、これら両部局の協力関係をさらに強化して、ワークシ

ョップを年２回開催するとともに「概算要求企画戦略会議」を随時開催する。

具体的には、現在欧米では多くのモデル生物において、網羅的なエピゲノム解

析が行われていることから、海外の著名な研究者を招聘し、両部局の合同国際

ワークショップを開催する。こうした実質的な議論の場を設けることにより、

文部科学省への説明に説得力を持たせることが期待される。概算要求企画戦略

会議では、概算要求の教育面、研究面でのポリッシュアップをはかるとともに、

「モデル生物イニシアティブ」という教育プログラム or コースの設置を検討す

る。これらの一連の調査研究により、エピゲノム研究拠点整備の準備を行う。 

経費内訳 金額（千円） 

（例） 

講師謝金 

講師招聘旅費 

会議費 

 

 

200 

700 

100 

合計 1000 

自己負担分（もしあれば） 

 

0 
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学融合研究推進調査費 提案書 

プロ��クト名：蛋白質構造・機能相関研究拠点形成 

参加教員名 所属（部局・系・専攻） 

代表者 

津本 浩平 

 

新領域創成科学研究科・生命系・メディカルゲノム専攻 

菅野 純夫 

田口 英樹 

大海 忍 

深井 周也 

若槻 壮市 

新領域創成科学研究科・生命系・メディカルゲノム専攻 

新領域創成科学研究科・生命系・メディカルゲノム専攻 

医科学研究所・疾患プロテオミクス研究センター 

分子細胞生物学研究所 

高エネルギー加速器研究機構（新領域連携講座教授） 

調査の概要（次の点について簡潔に記述すること。①目指す研究内容。②新規

性及び革新性。③学融合の点で強調すべき点。④将来性⑤教育面との関連 

① 目指す研究内容：生命科学研究における蛋白質構造・機能相関研究の位置づ

けは大きくなる一方であり、多成分系、ネットワークを蛋白質相互作用の組

み合わせで記述し、生命現象を理解する試みがさかんに行われている。一方、

応用を指向した研究についても、低分子創薬における蛋白質構造・活性相関

が、原子レベルでの記述に基づく合理的設計開発が急速に発展してきている

現状、蛋白質が治療薬、診断薬に用いられつつある現状、さらには蛋白質の

特異的分子認識能・自己組織化能を利用した材料創出が試みられている現状

がある。本研究は以上に関する現状を把握し、蛋白質構造・機能相関に関す

る新規かつ革新的な学融合を目指し、創薬の基盤形成も視野に入れた研究拠

点形成を目指す。 

② 新規性及び革新性：種々の学問分野において蛋白質を研究対象とする試みが

さかんに行われている中、蛋白質構造・機能相関研究において勃興しうる新

しい方向性を理解し、さらに具体的に学融合を指向する点に新規性並びに革

新性がある。 

③ 学融合の点で強調すべき点：生命科学研究は元来学融合により発展してきた

ところであり、蛋白質研究もその中に含まれていた。昨今の社会要請に応じ

た開発研究から、諸学問の融合により蛋白質構造・機能相関研究が新しい展

開を見せうる点を特に強調したい。加えて、創薬の基盤形成も考えているた

めに製薬企業との連携の可能性を探る点も強調したい。 

④ 将来性：諸分野を包含した蛋白質研究の新展開は、各学問を発展させるのみ

ならず、学融合に基づく新しい分野の勃興に直結するものであるほか、創薬

の基盤形成にも発展することから、その将来性は高い。 

⑤ 教育面との関連：諸学問に及ぼす影響を鑑みれば、蛋白質の構造・機能・物

性解析に関する研究は、生物科学のみならず、物理学、化学の広い教育領域

への波及効果が期待できる。創薬等産業界における要請も強い。以上から、

蛋白質研究に関する教育・研究体制を整備・充実させることは喫緊の課題で

ある。 
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具体的な計画（会議、シンポジウム、調査出張などの目的と具体的な成果につ

いて） 

① 既存の蛋白質構造・機能相関研究分野における現状把握、 

② 蛋白質構造・機能相関研究が向かうべき方向、 

③ 蛋白質構造・機能相関研究における、生命科学、物理学、化学など広範な学

術領域融合の可能性、 

について、参加メンバーによる会議を数回行う。これらの会議から明らかにな

った現状を踏まえて、参加メンバーが最先端の研究状況に関して詳細を把握す

るため、調査出張を行う。創薬関連企業との連携も視野に入れた現状把握と方

向性を理解し、その将来を議論することも重要な側面である。 

 これらの成果を踏まえ、「蛋白質構造機能相関研究における学融合（仮題）」

に関するシンポジウムを開催する。以上の活動から得られた成果に基づき、学

融合ならびに産学連携を目指す蛋白質構造・機能相関研究拠点設立に向けた提

言をまとめる。 

経費内訳 金額（千円） 

 

会議費 

シンポジウム経費 

冊子印刷 

旅費 

 

３００

３５０

 ５０

３００

合計 １，０００

自己負担分（もしあれば） 
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3．平成 21 年度アンケート集計 
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(1)学生アンケート 

回答数 在籍生 483 名（男 284 女 86 不明 113） 
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(2) 創域会アンケート 

創域会メンバー39 名（男 25 女 10 不明 4） 
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 (3）平成 21 年度学生アドバイザー所見  

 

新領域創成科学研究科への期待 

工学部 三年 井上明季 

 

 今回の学生アドバイザー見学会で、私は、初めて柏キャンパスを訪れました。

今まで柏キャンパスに対して、先輩や友人、教員の方の話から抱いていた、都

会から離れた場所にある不便なキャンパスなどといったマイナスに印象よりも、

広々としていてとてもきれいなキャンパスであるというような、ずっといい印

象を持ちました。こんな素晴らしい環境があるのに、東大の学生からは柏キャ

ンパスの人気が実際に訪れたこともないのに、本郷キャンパスに比べると、人

気が低いことをとても残念に思い、学生ならではの視点から「新領域創成科学

研究科」への期待を述べたいと思います。 

  

 この期待について、大きく３つの側面から私が感じたことについて述べます。

一つ目は、『新領域創成科学研究科において学べる学問分野』に対する期待、二

つ目は、『柏キャンパスでのライフスタイル』に対する期待、三つ目は、『東京

大学の学部学生に対する柏キャンパスのアピールの仕方』についての期待です。 

 

 一つ目は、『新領域創成科学研究科において学べる学問分野』に対する期待～

大規模研究施設から、インターナショナルリベラルサイエンスを学べる場へ～

です。（リベラルアーツとも思ったのですが、は教養学部を連想させるのでやめ

ました。） 

 今回、柏キャンパスを見学させて頂いて、新領域創成科学研究科全体の学問

の印象としてとても自由に学問を学んでいると思いました。新しい学問分野に

チャレンジしたり、ベンチャー企業を起こしたりしているのは、あまりよく知

らなかった事ですし、伝統にとらわれない柏キャンパスでしかできない魅力的

なことだと思います。 

 また、新領域創成科学研究科は、本郷キャンパスや駒場キャンパスでは土地

がないために実現できない理系の実験設備を作るために仕方なく作られたとい

うような印象がありました。確かに、今回見学させていただいた巨大な設備は

柏キャンパスでしかできないことなので、大きなアドバンテージです。しかし、

理系に特化しすぎていて、文系理系を問わずに学べる総合大学の良さが少し欠

けているなぁと思いました。 

 学問的に東京大学の学生にとっての魅力を上げることを考えるときに、進振

りの時の教養学部の総合社会科学科国際関係論分科を取り上げたいと思います。

この学科は、本郷キャンパスよりは比較的に人気が少ない駒場キャンパスにあ

るにもかかわらず、進学振り分けの時にとても人気があります。なぜ人気があ

るというと、国際的な学問を学習できたり、AICOM で留学できたり、国際関係論

のスペシャリストとして企業からも評価されるといったようなことが理由です。 

 東京大学には、国際的に活躍したいと思って入学する人が結構いると思いま
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すが、単位や留学資金の問題で外国に積極的に行く学生は少ないように感じま

す。 

 今回、学生アドバイザーをしてみて、環境学研究系はサスティナビリティプ

ログラムや、国際インターシップをしている点なんかが、文系の学生にとても

人気が出るのではないかと思いました。文系の学問もできるということをアピ

ールできれば、理系しかできないとうイメージから改善できるとはずです。そ

して、留学しやすい環境を整えたり、国際交流活動を活発にしたりして、国際

な学問をどの専攻でもできるようにすれば、全体として人気が高まると思いま

す。 

 

 二つ目の、『柏キャンパスでのライフスタイル』に対する期待について。～何

もなくて不便な森から、緑豊かな恵まれた環境にある新しいアカデミックな都

市へ～ 

 やはり、柏キャンパスをより魅力的なものにするには、生活環境を整えなく

てはならないと思います。交通が不便だということは以前からずっと指摘され

ていることだと思いますが、それを改善したとしても都心に近い本郷キャンパ

スには勝てないと思います。なので、都心から離れているということを生かし

た街づくりをしていくことが必要だと思います。 

 柏キャンパスは環境面からみると、アメリカのキャンパス、日本でいうと慶

応義塾大学の SFC、ICU に似ていると思います。都心から通いやすいというので

はなく、緑豊かでいつまでも研究しながら住み続けたいと思うような都市にす

ることがいいのではないでしょうか。 

 地域との連携を目指した UDCK、柏インターナショナルロッジ、保育所の創設

などは住みよい都市にするためには大変いい試みです。都会の緑が少なくて騒

がしい環境を嫌う人もいると思います。そういった人にとって魅力的な都市に

するために、キャンパスの中の緑を増やしたり、緑と調和した建物を建築した

りしたらよいのではないでしょうか。 

 あと、個人的には住みやすい街にするためには２４時間開いている大型のス

ーパー、ディスカウントショップ、DVD レンタル店があると便利だなぁと思いま

す。 

 

三つ目は、『東京大学の学部学生に対する柏キャンパスのアピールの仕方』～柏

キャンパスに飛ばされるではなく、柏キャンパスに行けることも選べてうらや

ましいというイメージへ～ 

私が、現在の学部に進学したときに工学部ではない先輩から言われた言葉で「マ

テ工って大学院は柏にとばされるんじゃないの？」と言われたことをよく覚え

ています。その時私は自分のコースは本郷キャンパスに大学院があるので柏に

飛ばされるということはないから安心だという風に答えてしまいました。今は、

こんな風に答えてしまったことをとても申し訳なく思います。 

東京大学の学部学生はほとんどの人が柏キャンパスに対するイメージに対して、

実際に見たこともないのに偏見をもっています。ですから、柏キャンパスに対
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する正しいイメージを持ってもらうために、アプローチの仕方を見直す必要が

あります。 

本郷や駒場、さらには高校生に対してもっと柏キャンパスについて、講義やガ

イダンスを通じて知ってもらうということはディスカッションで発言させてい

ただきましたので、このレポートでは別の提案をさせていただきたいと思いま

す。 

新領域創成科学研究科という進路を東京大学の学生に選択してもらうにはどう

したらいいかということを考えたときに私が東京大学を進路の一つとして考え

た時のことを思い出しました。 

私は、高校生の時東京大学の学生は昔から東京大学に行くために、ものすごく

勉強していて、勉強することしか考えていない人が行くものだと思っていまし

た。成績も東京大学にいけるほどではなかったので進路として考えていません

でした。この考えを変えたのが実際の東大生に会ったことです。私の高校では

長期休暇時の講習で現役東大生がチューターとして来ていました。その時に、

今までの私のイメージと全然違うような、きらきらした女性の先輩が来て、東

大のことや、受験生時代のお話を聞いて、東大へのイメージがアップしました。 

このように、マスコミや親、友人の話によって自分の中で形成された固定観念

を取り除くには、実際にそこにいる人の話を聞いたり、話したりすることが一

番効果的だと思います。なので、私は柏キャンパスのオープンキャンパスや新

領域創成科学研究科のガイダンスで、現役の学生と交流する機会を設けるとい

いと思います。教授の方の話よりも、もっと率直な生の声が聞けるので、説得

力があるのではないでしょうか。あとは、学生のリアルな１週間の生活、東大

に入学し、学部に進学し、柏キャンパスに進学して就職するまでのリアルなキ

ャリアパスをパンフレットにするといいと思います。このパンフレットを読め

ば、学生が柏キャンパスでのリアルな生活をイメージしやすいし、自分の将来

設計をしやすいのではないでしょうか。どんな学部のどんな学科から、柏キャ

ンパスに進学したらいいのかわからないと思う学生は多いと思うので、できる

だけ多くの方をのせるといいと思います。特に文系の方や、専門をがらりと変

えた方の例を載せたら、学生の不安を解消できると思います。 

 

以上が私の新領域創成科学研究科への期待です。稚拙な文章ですが、これから

の柏キャンパスの発展にほんの少しでもお役にたてたら幸いです。 
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「新領域創成研究科への提言」 

教養学部３年 石川 洋行 

 

 先日の柏キャンパスの見学において、広大な敷地にひろがるすばらしい設備

をもった研究室を、少しではありますが拝見させていただきました。ここに、

そのときの感想をもとにした、システムへのご提案を行わせていただきたいと

思います。 

 まず、東京大学内での柏キャンパスでの存在感が低いことに関しては、都心

からほど遠い立地も、駅から離れたところにある立地も大きく関連していると

は思うのですが、まず第１には、柏キャンパスが大学院のみの研究機関であり、

本学の学生―とくに私のような文系の学生―にとっては程遠い存在であり、全

く接点のないところにあると思います。これは、そもそものところ、日本の大

学院政策にも関わってくる大きな問題を示唆しています。一般学生にとって、

そして市民にとって、大学院という場所がまだ遠いところにあるのです。大学

（院）はお勉強の場所ではなく研究の場所ですから、これは至極当然のことな

のですが、一方でポスト産業主義社会＝知識基盤社会の到来によって、生涯学

習を中心に据えた高学歴化、大学院重点化が教育政策のおおきな柱となってい

る、というところが日本の大学院をおおきく変革へと動かしている、といって

いいと思います。そのなかで、大学院はいかにその研究内容・領域・成果を学

生へ、社会へ、そして市民へ啓いていくか、という役割を負っているわけで、

そこへ（教育も含めて）どのように働きかけるか、というところが問われてい

るように思います。特に、柏キャンパスで研究されていることは、環境や持続

可能性といった高度に公共性のある概念を達成するために「学融合」を行うも

のであり、その知を世間に還元することが色濃く押し出され、求められている

分野だと思います。もちろん、柏キャンパスのさまざまな研究は、既に多くの

研究所や企業と連携し、実用化へのおおきな成果をあげておられることと思い

ます。しかし、これからは、それをより一般の学生や市民を取り込んだ形で大

学院を運営する必要があると思われます。それらに働きかけることは非常に困

難なことですが、大学院にそのようなことが求められていることも事実だと思

うのです。そして、それが達成されたとき、これからの日本を「知」によって

つくっていく、つよい国をつくっていく基盤ができあがると思っております。

そのためには、持続可能性という目標のための「学融合」というコンセプトを

大きく外へ発信していくこと、本郷・駒場の研究室や学生との活発な交流・交

換・連携、そして、それらをより広げていけるようなシステムつくりが何より

も必須です。最近は研究室間の連携も多く行われていますが、残念ながら、同

じ学部のなかでさえ他の研究室とは全く交流のないことがほとんどです。その

ような中では、外からの連絡や発信事項が非常に届きづらい状態になります。

名案だった 31 日のオープンキャンパスのバスツアーに関しても、チラシが貼っ

てあった程度でそれが読まれるかどうかは学生に一任されている。これは残念

なことに思います。これを改善するには、学部ごと、キャンパスごとのヨコの

交流と連携、そしてシステムつくりが必須なのです。とはいえ、今回のバスツ
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アーは、最初の成果は微々たるものかもしれませんが、「交流」の１つの大きな

一歩となると思っております。そうやって学内においての行き来を活発にする

ことこそがシステムを変えていく一歩となるのですから。来年以降も、より盛

り上がりのあるオープンキャンパスとバスツアーが行われることを非常に期待

しています。 

 そして、先ほど述べた生涯学習化に対応するようなキャンパスづくりは、地

域コミュニティとの連携が必要不可欠です。地域にある潜在的な「知」を、大

学における総合的な「知」が引き出し、新たな知の発見へつなげる、というモ

デルはユニヴェルシタスとしての大学の役割を考える上で非常に重要だと考え

ています。それによって知識基盤社会への適応力と、地域コミュニティの活性

化を図るのです。ですから、大学運営というのは１つの街を運営することであ

り、柏市の都市計画と非常にリンクしていくもののように思います。現に、柏

の葉キャンパス駅付近からキャンパスに至るまで、広大な土地を活かした研究

施設やそれを発信する施設、実用化する施設など多くのものが見受けられまし

た。しかし、柏の都市開発はまだまだ始まったばかりです。これから、地域住

民や学校、商店もすべて含めて、いかに大学を中心をした「まち」＝university

をつくっていくのか、が問われているように感じますし、筑波などほかの大学

町もおなじような課題にぶつかっていると思います。 

 そして、教育学を副専攻とする者から言えば、これからの大学は、中等教育

との活発な交流により知の交換、交流、生成をおこなうものであるように感じ

ます。大学が中等教育のハブとなることによって、最先端の知をコミュニティ

のレベルまで啓いていき、知識基盤社会に対応できる市民の力と教養を養う必

要があるのです。柏の場合は、それを中心に１つの「まち」を１からつくって

いく、という作業なわけなのですが、これはかえって好都合です。もともとコ

ミュニティ／街があるところに大学がこのように働きかけていくのは非常に難

しい。しかし、何もないところならば、ここから作っていくことができるので

す。ですから、希望は捨てずに、まずは中等教育とのより活発な、むしろラデ

ィカルなまでの交流を行うことで、１つの街づくりへのヴィジョンを実践に移

していくことが必要となるでしょう。最後に、柏キャンパスの研究のこれから

の大いなる発展を心より願ってやみません。 



― 74 ― ― 75 ―

77 
 

新領域創成科学研究科への期待 

理科一類 一年大石隼人 

 

 

 「新領域創成科学研究科」 はたしてこの名前を聞いてどこの大学でどのよ

うな研究を行っているのかをすぐに答えられる人がどれくらいいるのであろう

か。自分は柏キャンパスを初めて訪れたとき新領域創成科学研究科という名前

を知りその意味を十分に理解した。それは東京大学に入学し駒場キャンパス（教

養学部）で授業を受け始めてから三か月もたっていた時であった。さて、東京

大学は「キャンパスの三極構造」をかかげている。駒場、本郷、柏はそれぞれ

学際分野、伝統学問、学融合の役割を担うとされ、学部一年の駒場の学生であ

る自分からすれば、駒場で教養を磨き、本郷で既存の伝統的学問についての基

礎知識を身につけ、そして柏で今までにない新たな分野を自分で開拓する教育

の流れが見える。この流れはとても重要であるし新たな学問を開拓し東京大学

が世界の中で科学の最先端を行くために大変有効であると思う。だが、新領域

創成科学研究科及び柏キャンパスの知名度は決して高くなく現状ではこの流れ

に乗っているものが多くはないであろう。それは、新領域創成科学研究科が設

置されてまだ10年の新しいものでありこの情報多寡の世界の中で新領域創成科

学研究科の情報が埋もれているだけに過ぎないからだと思う。また、新しくど

の様な研究を行っているのかや環境などの情報をよく知らない学生が本郷を離

れ柏に来ることを危険だと判断する傾向にあるからであろう。これらに対し、

すぐに改善できるような策はそうそう無いであろうが、自分が柏キャンパスを

実際に訪れその概要および新領域創成科学研究科で研究されていることの説明

を受けた限りでは新領域創成科学研究科の理念及び環境は素晴らしく、柏に来

るリスクというものが本当にあるのか疑問に思うようなものだった。一度も柏

を訪れたことがなくかつ柏についてよく知らない人たちにいかに柏のことを広

めるか、これが東京大学の三極構造を強化し新領域創成科学研究科の理念であ

る新しい学問領域の創造をなしとげていく上で重要なことであると思う。 

さて、学生である自分から柏キャンパスおよびその周辺を見学し新領域創成科

学研究科についての説明を受けて思ったことを述べていきたい。まず、自分が

柏の葉キャンパス駅から柏キャンパスまで移動しその最中あたりを見て思った

ことなのだが、さまざまな建物があるにも関わらず、人の気配がせず活気がな

いように感じられた。これはすなわち柏のまちに魅力が感じられなかったとい

うことである。難しいことではあると思うが地域と連携をし、魅力ある街づく

りを進めていくことは大事なことであると思う。さて、柏キャンパス内の環境

に目を向けてみたい。柏キャンパスには柏図書館があり、きれいでデザイン性

もある研究棟・実験棟が多数並ぶなど研究設備の面から言えば申し分ないだろ

う。だが、学生はもとより教職員も含めた人の視点から見たらどうであろうか。

まず、生協や食堂などキャンパスライフを送る上で最低限必要だと思える設備

が少し足りないような気がした。駒場や本郷並みに人が集まっているわけでは

ないが、これから先柏キャパスの人口が増えていくとするともう少し充実させ
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たほうがよい気がする。そして、一学生としての意見だが、運動施設の拡充を

提言したい。運動と研究活動とは直接的なかかわりが見えないかもしれないが、

適度な運動をすることは体の健康を維持し、ストレス発散として運動を行えば

研究の促進にもつながると思う。現在柏キャンパスおよびその周辺施設として、

テニスコート・フットサル・ジムなどの施設があるようだが、スポーツの種類

の幅を広げ環境を充実させるうえで体育館や運動場などの施設があると良いと

思う。さて、一番重要な研究・学問分野についてであるが、正直なところ研究

施設について自分には何か言えるほどの知識はまだないため何とも言えないが、

見学した範囲では十分すぎるほどの施設があると感じたし、柏キャンパス周辺

にはまだ空き地が残っておりそこに実験棟を新しく作ることもできるという。

研究について自分から提言できることはないが教育の点について一つだけ述べ

ておきたい。生命科学研究系の先端生命科学専攻では手厚い教育プログラムに

ついての説明を受けた。先端生命科学専攻では「生命科学の新しい学問分野の

創設や発展に貢献できる人材、すなわちフロンティア精神に溢れた創造性に富

む人材の育成」を特徴として掲げている。このように大学院といえども学生を

教育しようとするスタンスは重要であると思う。大学院生といっても研究内容

や、論文作成などの事務作業においてわからないことは多くあると思う。その

わからない点を解消し少しでも日々の研究活動への妨げにならないような教育

をすることは必要であろう。また教育、すなわち誰かに何かを教えることはと

ても難しいことである。人に何かを教えるときには、教える側の人間には教え

ること以上の知識とそれに対する十分な理解が必要である。そして、それがな

ければ教える相手に理解させることなどできはしない。学生を教育すること、

そして明確な理想を持って教育をすることは教育を受ける学生のみならず教え

る立場にある者がその分野に対しさらなる理解を得ることを可能にさせるだろ

う。 

以上、さまざまな面から新領域創成科学科に期待することをあげてきたが、最

後に自分が最も大事だと思うことは努力の継続である。現在、新領域創成科学

研究科は少しでも学生の声を反映させて環境を良くしようとしたり、学部学生

への知名度を上げようと努力をしている。このような、これまでの 10 年の新し

い学問を切り開こうとする熱意およびそれを達成するための努力を忘れること

なくこれから先につなげていってほしい。 
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新領域創成化学研究科への期待 

工学部 ３年 小原 和貴 

 

 東京大学といえば赤門のある本郷キャンパス、また教養学部でお世話になる

駒場キャンパスを思い浮かべる人がほとんどでしょう。そして柏キャンパスは

僻地にある、またどんな研究をしているのか漠然としている、というイメージ

を持っている人も多いと思います。かくいう私も学生アドバイザーとして柏キ

ャンパスを見学するまではそんな考えを持っていました。 

 まず柏キャンパスを見学して感じたことは、そう言ったイメージは甚だ見当

外れであるということです。非常に充実した研究施設、新しく快適に過ごせる

よう設計されたキャンパスの建物、学融合という新しい概念、本郷や駒場にな

いものを確かに感じました。詳しくは後で述べますが、私自身勉強させてもら

いました、本当にありがとうございました。 

 さて、学生アドバイザーとして見学させてもらったので、学生からの視点で

柏キャンパスというものを評価、そして私なりの考えを述べていきたいと思い

ます。 

 まず良いと感じた点は「①学融合という概念」、「②広大な敷地、整備された

施設」の二点です。 

 学融合という概念について、ただ様々な領域の学問が融合するという漠然と

した観念のもと、「ただ研究系機関同士の連絡、あるいは研究発表等など風通し

が良いものだ」と考えていました。しかし実際はそうではなく「学問を融合さ

せ、新しい領域の学問を創る」ものだと知り、それは駒場や本郷ではできない

ことであり、これから東京大学が世界の知になるために必要なことだと思いま

した。 

 二つめに、柏キャンパスは広大な土地な土地に恵まれていますが、これは大

きなアドバンテージであると考えます。これから新しい分野が生まれれば、そ

のための新しい研究施設が必要となりそれには資金も勿論のこと、土地が必要

になります。駒場や本郷にはもう余分な土地は残っていないので、その意味で

も土地の広大な柏キャンパスの将来は可能性が広くなっていくと思います。ま

た、その広さを生かしスポーツ施設や、環境や生活に配慮された研究施設はさ

らに魅力的であると感じました。 

 次に柏キャンパスの改善点について指摘したいと思いますが、これは「イメ

ージの悪さ」に尽きると考えます。 

駒場や本郷で学生生活を送っている学生にとって柏キャンパスは「遠い」、「何

をやっているのかよくわからない」ということで積極的に行きたいと考える人

が少ないように感じます。今回自分は実際に見学することでこのイメージを払

拭できたので、他の大多数の人が柏を知らずに悪いイメージを持ったまま卒業

してしまうのは非常に残念なことです。 

では、これらのことを踏まえた上で学生アドバイザーとして提言をしていきた

いと思います。 

まず柏キャンパスの在り方ですが、これは基本的に変える必要がないと考えま



― 76 ― ― 77 ―

80 
 

す。東京大学三極構造の一極、「知の冒険」を追い求めるキャンパスとして学融

合を進めて新しい学問を切り開いていくべきです。 

では柏キャンパスに何が必要であるかを考えたとき、それは「双方向のコミュ

ニケーション」であるように思われます。つまり「柏キャンパスが、本郷、駒

場の学生の声を聴く」ということと、「本郷、駒場の学生が柏キャンパスの声を

聴く」という両方向の矢印が必要であるということです。 

最先端を行くというのは往々にして道を誤りやすいものだと思います。そこで

「評価する機関」というものをしっかりと作っていくべきでしょう。今回のよ

うに学生から評価を受ける機会を設けたり、本郷の学生からアンケートをとっ

てみたり、または外部から評価をうけるのも良いと思います。どの分野を融合

させていくべきか、新しく生まれうる学問にどれだけの価値が、可能性がある

のかを評価していくのも大事だと考えます。「柏キャンパスが学生、あるいは外

部の声を聴く」ことでまず柏キャンパス自身が良い方向に向かうことが必要で

す。 

柏キャンパスの行く方向性が決まったなら、次にそれを発信する。すなわち「本

郷、駒場の学生が柏キャンパスの声を聴く」機会を作るべきだと考えます。具

体策として「①学部ガイダンスのときに柏キャンパスの説明会も行う」、「②柏

キャンパスのツアーを授業として企画する」の二つを提案します。 

まず一つ目の「学部ガイダンスのときに柏キャンパスの説明会も行う」という

案についてですが、これは柏キャンパスには学部がなく、学生のキャリア計画

に入りづらいのではないか、という発想からきています。学部選択のときに学

生に対して「大学院から柏で学ぶという選択肢も有る」ということをアピール

できれば、なんとなく流れで本郷で学び続ける、という学生の何割かが柏を視

野に入れてくれるのではないでしょうか。 

次に、二つ目の「柏キャンパスのツアーを授業として企画する」という案につ

いてですが、これはまず柏キャンパスを学生自身に体験してもらいたいという

発想からきています。言葉で聞いても実感がわかない人も多いでしょうし、僕

自身実際に柏をみることで良いイメージをもつことができたからです。しかし

掲示板等にツアーの企画を掲示したところでなかなか学生は集まらないと思う

ので、例えば集中講義等で「４日間柏で授業や実験を受ける」ことで単位を与

えるなどの旨みをつければよいと思います。実際に柏を見学することで身近な

ものだと感じる人もでてくると思います。 

いずれにしても、柏キャンパスが魅力的であり続けるということ、学生がそれ

を理解することは東京大学にとっても学生にとっても非常に有益であると考え

ます。跳躍の 10 年として、これから柏キャンパスが良い方向に向かっていくこ

とを願います。 
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新領域創成科学研究科レポート 

工学部３年 小井土 大 

 

今回の学生アドバイザーに参加させていただいて私がまず考えたことは、今ま

での固定観念にとらわれることなく「学融合」をテーマに、その名のごとく「新

領域」を目指すことは「チャレンジ」であるということでした。今までの学部

学科に囚われた中で学問を究めることを目指すことはもちろん大事だと思いま

す。そうした中では先輩たちが作り上げてきた長い歴史の中の基盤があり安心

して研究ができるでしょう。しかし、そうした研究室のトップ＝教授のもとで

は自分の考えで何かに取り組むのは困難だと思います。やりたいこと・斬新な

アイデアがあっても、上からの意見を無視するわけにはいかないからできない

ことがあると思います。そんな中、同じ「環境学」というテーマの中でも様々

な切り口から学問に取り組む環境学研究系を例に挙げれば、工学的立場、法学

的立場、経済的立場など、今まではそれぞれ工学部、法学部、経済学部の中で

別々に、時には連絡をとり深めていった「環境学」を、新領域創成科学では常

に多角的立場を考慮して一つの場所で深められる。そうした新しい環境の中で

「新領域」をテーマに掲げ、今までにないアイデアにチャレンジしても反対さ

れることが少ないというのが一番のメリットだと思いました。フロンティア精

神を掻き立てる新領域をアピールすれば、志を秘めた学生のアイデアを無駄に

することなく科学の発展に寄与させられるのではないでしょうか。誰もが大学

入学当初は野望に満ち溢れているはずです。その後の環境で野望が薄れ掛けて

いる生徒が少なくないと思いますが、その野望のかけらを掻き立てられれば、

きっと新領域創成科学は学生が最初求めていた大学になりえると思います。 

 

 マイナス面として感じたのは、研究をする場所という印象が強く出ている半

面、学生らしさが感じられないということでした。食堂にしても、売店にして

も、駒場や本郷に比べると質素で落ち着きすぎているといった印象がありまし

た。食堂は物静かな感じであるし、売店は駅のキオスクのようで、駒場や本郷

のキャンパスに慣れてしまった私は違和感を覚えざるを得ませんでした。土地

柄や所属する方々の年齢層もあるとは思いますが、近隣の方々も来られて、学

生の憩いの場的なお店を入れてみてはどうでしょうか。居心地のよいキャンパ

スこそが研究を支える基盤だと思います。また駒場や本郷は近所の住民や修学

旅行生の観光地として定着していますが、どうも柏キャンパスはそういったイ

メージがありません（訪問した日にたまたま人が少なかったからかもしれませ

んが）。例えば高校生をターゲットに修学旅行で積極的に学校・研究室を開放す

れば、入学当初から新領域進学を考える生徒も多くなるかと思います。多くの

学生はいわゆる進振りの際に大学四年生の研究室と同じ所に大学院で進学する

と漠然と考えていると思いますが、大学院の進学先から進学先を考えられる生

徒を作ることで、優秀な科学者の卵になれるのではと考えました。（例えば「基

盤科学研究科に将来的に進学したいから学部時代は機械工学科に行こうか、精

密工学科に行こうか、はたまたマテリアル工学科に行こうか。決まらないので
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基盤科学研究科で何をしたいのかちゃんと決めよう」といったプロセスを通じ

て自分の将来の道筋をしっかり描くことができるようになる。） 

また、不思議に思ったのが柏キャンパスでは文化祭がないということです。駒

場と本郷と同じ三大キャンパスで、駒場と本郷ではそれぞれ駒場祭と五月祭が

開催されているのに柏キャンパスでは開催されていないのは何か違和感を覚え

ます。東大が文化祭をやるともなれば各方面で注目を浴びると思うし、駒場や

本郷の学生が出展・出店をするために柏キャンパスに一度訪れる機会が生まれ

ると思います。場所の遠さから駒場・本郷生の来る数は少ないかもしれません

が、全都新入生歓迎フェスティバルのようにわざわざお台場の公園まで訪れる

くらいですから、それなりの学生が企画をしてくれると思われます。また、広

い土地を生かして駒場や本郷ではすることのできないが柏ではできる何かもあ

ると思います(具体的なアイデアは思いつきませんが)どちらにせよ、１，２年

生から存在を認知される率を上げて、進学希望者を増やすことが新領域の今後

の発展のための第一歩だと思います。 

 一方、交通の不便さも切に感じました。一番近い柏の葉キャンパス駅から交

通費を節約して往復歩きましたが、道自体も広大すぎて毎日歩いて通っていた

らいやになってしまいそうだと思いました。例えば、本郷キャンパス等の放置

自転車で持ち主が所有権を放棄したものなどを有効活用し、駅からキャンパス

までのレンタサイクルとして使えば、廃棄物として処分されるはずだった自転

車の有効活用として注目を浴び東大生からの人気も高まるのではと思いました。

本郷キャンパスや駒場キャンパスはたまにテレビで見かけますが、柏キャンパ

スをテレビで見たことはありません。学生のみを絞って柏キャンパスの宣伝を

するのも大事だと思いますが、メディアという威力の大きいものを通じて広く

柏キャンパスを浸透させることで多くの関心が柏キャンパスに向けられる日も

近いのではと思います。 
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「新領域創成科学研究科への期待」 

理学部３年 鈴木 博人 

 

 ９月４日に学生アドバイザーとして柏キャンパス見学を行った。当日お集ま

りいただいた先生方は柏キャンパスの紹介を丁寧にしてくださった。この機会

は自分の進路を考える上でも大きく参考になった。以下、新領域創成科学研究

科の問題点と、それに対する解決策および今後への期待を記す。 

 

問題点 

・ 柏の葉キャンパス駅からのアクセスが悪い。 

・ 柏キャンパス自体の知名度が非常に低い。 

・ キャンパス回りが町として発展途上。大学以外に施設が少なく、東京２３区

内と比べると不便で、生活に退屈する。 

・ 大学の施設が不十分。特に生協書籍部の書籍数が非常に少ない。 

・ 「柏キャンパス」の東大内でのイメージが悪い。外部大学からの進学者が多

く、東大生が柏の大学院に進学すると本郷から追い出されたようなイメージを

持たれる。 

・ 駒場キャンパス、本郷キャンパス、柏キャンパスの役割分担が見えてこない。

学部生からみると本郷がメインで他は残り物のような感覚になってしまう。 

解決策 

・ 駅からのアクセスは徒歩だと遠く感じるが、自転車を使えばそれほど遠くな

いと感じた。駅前のレンタサイクルを学内生無料にし、大学まで自転車専用道

路を整備すれば１０分弱で着けるので快適だと思う。柏市と協力して、パリの

ように市内で自転車のレンタルが安くできるようにする。またレンタル地点を

多く作って貸し借りがレンタル地点で自由にできるような制度を作れば、自動

車も減って環境にも優しい町づくりができる。 

 

・柏キャンパスの知名度を上げるために、進学振り分けガイダンスのシーズン

に新領域創成科学研究科のガイダンスを行う。このシーズンは入試時にあまり

進路を深く考えてこなかった東大生が、本気で自分の進路について思い悩む時

期である。この時期に学生に柏キャンパスをインプット出来れば、学生の進路

の選択肢の一つにできると思う。また、学部生にとって、学部組織のない新領

域創成科学研究科に進学する道程を思い描くのが難しいという現状がある。新

領域での研究と、そこに進むためにどのような学問を身につけておくべきか知

ることができれば、そこから逆算して進学振り分けで学部選びをすることがで

きる。東大内部進学で柏に進学した大学院生の例をもちいて進路の一例を挙げ

ればよいと思う。 

 本郷、駒場から送迎バスを出して柏キャンパス見学ツアーを実施するのはよ

いアイデアだと感じた。百聞は一見にしかずで、一度キャンパスを見れば学生

のイメージが大きく膨らむ。実際私も今回初めて柏キャンパスを訪問し、研究

内容や雰囲気を肌で感じることが出来た。 
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・柏の葉キャンパス駅回りに企業や工場を積極的に誘致する。特に大学との産

学連携に積極的な企業の支店をおくことができれば、人口も増え、学園都市と

して発展することが見込める。シンクタンクが柏の葉駅前に入る予定というこ

とだったが、そのような事例を多く作っていくとよいと思う。柏の葉キャンパ

ス駅は大手町まで 30 分程度の距離なので、企業にとっては決して立地は悪くな

い。イメージは西新宿や品川再開発のエリア。都内と違いまだ木が多く残って

いるので、自然と調和した町になると思う。同時に、国の首都機能の一部で移

転できるものを柏に誘致できれば面白いかもしれない。産学官の連携が進めば、

学生は研究をしながらインターンシップや共同開発が出来、将来の就職という

観点からも魅力的になる。 

 

・ 本郷並みのスポーツ施設、書籍部を最低限そろえる。大学は学生にとって一

日のほとんどの時間を過ごす場所なので、楽しいキャンパスライフを遅れるか

どうかはとても重要なポイントだ。学生の全体数が少ないので飲食店の誘致は

難しいかもしれないが、レストランやコンビニなどをできる限り増やす。本郷

キャンパス内にローソンやサブウェイ、スターバックスなどがあるのは個人的

にはとても嬉しい。 

 

・駒場キャンパス、本郷キャンパスと協力して、３つのキャンパスの役割分担

を全面に押し出す。私のイメージでは、駒場…幅広い教養を身につける場所 本

郷…東大の伝統に基づく学問をする場所 柏…時代の要請を満たす新しい学問

を作る場所。 

 

・柏キャンパスらしさを延ばすためには本郷キャンパスとの学生生活の違いを

付ける努力をするべき。研究内容に関しては『本郷の伝統的学問』と『柏の学

融合』はそれぞれ重要な役割がある。『学融合』だけをアピールしても本郷の学

部生の人気は伸び悩む。 

 環境学専攻のようなデザインがよい建物を増やす、建物内の日当りをよくす

る、季節季節の草木・花を一面に植えて楽しい雰囲気を作る、授業はすべて英

語にする（必須）、外国人教授、留学生を増やす、１年間留学を義務にする、学

費を無料にする、運動会等のイベントを盛り上げる、飛び級できるようにする、

女性の研究員・学生を増やす、ダブルメジャーを推進する、ランチで異分野の

研究者と交流する、など。 
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新領域創成科学研究科への期待 

理科三類 一年 高石 拓 

 

 9/4(金)に柏キャンパスの見学会が開かれた。参加者は駒場生４名、本郷生８

名であった。私を含めて過半数の学生が柏キャンパスを訪問したのは初めての

ようだった。 

 ●キャンパスの印象 

 柏キャンパスの建物配置は明解であった。東西方向にまだ真新しいビルが並

んでいて、東から順に海洋研究所（建設中）、環境棟、生命棟、基盤棟、、、とな

っていた。整った印象がするのは軒高および壁面の位置が統一されているため

もあるだろう。駒場や本郷のように建物が雑然と配置されていないので、初め

ての人でも目的の建物をすぐ見つけることができる。各建物にも個性があって

面白い。ビルの中央がくりぬかれて回廊になっている物性研究所本館。アーケ

ードのように雨の日は傘をささずに建物間を移動できる。特に印象に残ったの

が環境棟である。環境棟には環境への負荷を低減する工夫が凝らされている。

外壁に取り付けられたおしゃれなルーバーによって太陽光は遮断され、屋上緑

化と地中熱交換配管によって屋内の温度が一定に保たれやすくなる。さらに「学

融合」というキャンパスの理念を掲げるだけあって、研究者同士が接点をもち

やすい雰囲気づくりがなされている。各階に設置されたラウンジは吹き抜けに

なっていて隣接階を眺めることができて開放感があるし、各研究室の開口部は

ガラス張りの引き戸になっていて閉鎖的な感じがない。最大の特徴は、環境棟

が上空からだと角張った S 字に見える構造になっていることである。これはサ

ステイナビリティーのＳを模したとも取れるが、実際には外気との接触面積を

増やすことと建物内相互を見合う視点を確保することの二重の目的があるそう

だ。 

 ●新領域創成科について 

 新領域創成科の３本柱は、基盤系、生命系、環境系であり、建物も基盤棟、

生命棟、環境棟と分かれている。見学会の午後に各系の建物を見学し、そこで

行われている教育、研究などについて説明を受けた。 

 基盤系のテーマは「複雑系、物質、エネルギー」である。伊藤耕三先生の研

究室でトポロジカルゲルを触らせていただいた。トポロジカルゲルは架橋構造

が８の字になっているために従来品より格段に丈夫になった高分子化合物らし

い。伊藤教授はこの研究によって、日本、アメリカなどの各国で特許を取得し

た。教授は更に研究成果を活かしたベンチャー企業の創設にも携わったそうだ。

後で調べてみるとそのベンチャーはアドバンスト・ソフトマテリアルズ株式会

社であるようだ。アドバンスト・ソフトマテリアルズ社は我々学生を含めて多

くの人が使うであろう物の開発に関わったらしい。教授は詳しいことを明かし

てくれなかったが、近々その商品が発表されるそうなので今から楽しみにして

いたい。 

 生命系のテーマは「バイオ、医科学」である。上田卓也先生から生命系に属

する複数の専攻のうちメディカルゲノム専攻について説明を受けた。私は医学
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部志望なので、以前からバイオテクノロジーにおける遺伝情報から生体内の

個々の現象を探るアプローチと、従来の医学における観察データをもとに病理

を解析するアプローチとの関係がどのようになっているのか疑問に思っていた。

メディカルゲノム専攻では双方のアプローチがわかる、言い換えれば最先端の

生物学と現実の医療の双方を理解した生命科学・医科学分野のプロフェッショ

ナルの養成を目指しているということである。私の将来の選択肢の１つになる

かもしれない。 

 環境系のキーワードは「環境、国際、文化」である。見学会ではサステイナ

ビリティ学を専攻する留学生と簡単なディスカッションをする時間が設けられ

た。サステイナビリティ学教育プログラムでは持続可能な社会の構築を目指し

て活躍できる人材の育成を目指しているという。この問題は地球全体そして

様々な学問領域に関わるので、国際間・分野間の円滑なコミニュケーションが

求められている。したがってこのプログラムには文科生も多く、さらに留学生

の比率が？割と大変高い。講義は全て英語で行われているという。アゼルバイ

ジャンからの留学生が「今までは専門分野において他人と競争する場面が多か

ったが、このプログラムでは各学生が異なる関心を持っていて、競争というよ

りは他の学生の多様な意見を理解していくことに骨が折れる。」と語っていた。

駒場や本郷にはなかなかない多様性にあふれた専攻で、国際機関などの国家

間・地域間の利害が対立するような状況にも対応できるスキルが身に付きそう

だ。 

 全体の印象として、生物系・環境系で特に教育プログラムが充実しているよ

うだった。「学融合」が新領域創成科の基本理念であるが、温暖化などの学問横

断的な問題を解決したり、新たな学問領域を開拓したりできる人材を育成しよ

うという熱意が感じられた。「研究所と研究科は違う。研究科には教育の役目も

ある。」という新領域創成科・研究科長大和裕幸教授の言葉どおりであった。 

● 柏キャンパスの地域連携 

 地域との関わりが薄い駒場、本郷キャンパスと異なり、柏キャンパスでは地

域と結びついた様々な試みが行われている。東大柏図書館を市民に開放するこ

とや地域の路線バスを東大の開発したオンデマンド方式で運行することなどが

その一例である。私が注目したのは、つくばエクスプレスが開通したもののま

だまだ未開発の土地が多く残る柏の葉キャンパス駅周辺の都市づくりに地元組

織(柏市、柏商工会など)・企業(三井不動産、つくばエクスプレスなど)・大学(千

葉大、東京大)の公民学が連携して取り組む計画である。計画の一つとして、前

述のオンデマンドバス運行で得られた乗客の動線を分析することによって、公

共施設の配置を最適化することが考えられているそうだ。新しい都市をデザイ

ンし、しかもそれが具現化されるわけなので、非常に創造的で楽しい計画だと

感じた。 

 ●柏キャンパスのイメージ向上 

 見学会の最後に行われた教授と学生のディスカッションでは、柏キャンパス

をもっとアピールして本郷からより多くの学生を集めたいという教授陣の思い

がひしひしと感じられた。確かに柏キャンパスは駒場、本郷に比べると学生が
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少なく、そのことは生協の小ささに端的に現れている。正直に言えば、私は東

大に柏キャンパスがあると聞いてあまりイメージを持たなかった。「東大も私立

と同じことをするのか」という印象だった。キャンパスの郊外移転は膨大な学

生を抱える私立大学が経費削減のためにするという先入観があったためだ。こ

のような先入観があると、きれいな建物の写真を見せられたりしてもあまりイ

メージは向上しない。さらにアクセスの悪さも気になる。運賃の割高なつくば

エクスプレスに秋葉原から30分乗って柏の葉キャンパス駅に行くのも面倒であ

るし、駅からキャンパスまでが遠いというのは非常につらい。学生が気軽に訪

れることができない。 

 やはり学生を集めるためには、バス等を使って駒場や本郷の学生を柏キャン

パスに呼ぶ必要があると思う。環境棟などに案内すれば、建物の雰囲気も勉強

するための重要なファクターであると感じるだろうし、教授自ら柏キャンパス

の教育プログラムを紹介すれば、意外と充実しているなと興味をそそられる学

生が少なくないと思う。食わず嫌いをなくすことが大切だと思う。一度柏キャ

ンパスの魅力に触れれば、交通アクセスの悪さなどもそれほど問題にならない

と思う。（家賃などは都内より確実に安いだろう。）柏の魅力とは何か。今回の

見学会で感じたのはやはり、「設備がどんどん充実してきている」、「教授たちに

熱意があふれている」、「今までにない新しいことができる」といった知的好奇

心をくすぐるワクワク感ではないだろうか。 

 

学生アドバイザー制度について 

 今回の学生アドバイザー制度は学生の声を教授陣にとどける非常によい機会

だと感じた。教授とのディスカッションでは自由に自分の意見を述べられ、ま

た逆に教授側の要望も聞くことが出来、お互いに有意義な時間だった。ただ各

専攻の説明の後に質問する学生が少なすぎた。５万円も貰っているのだから最

低１人１つの質問を義務にするべき。また、事前のアンケートをもっと充実さ

せ、当日結果を集計して配布すると良い。なぜ東大を選んだのか、なぜ今の学

科を選んだのか、大学院はどこに進学するつもりか、など。 
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新領域創成科学研究科への提言  

文科二類 1年 細谷 勇人  

 

 従来から存在する本郷キャンパスにも駒場キャンパスにも出来ない新たな学

問分野を開拓し、世界をリードしてゆく。この柏キャンパス設立の理由はとて

も崇高なものだと思う。今までの日本の研究はどちらかといえば西洋の研究を

模倣したものにすぎず、日本発の研究は少なかったように思われる。そのよう

な状況を打破し、日本発の新たな学問を東京大学が率先してリードしてゆくべ

きであるという主張は本当に素晴らしく、まったくその通りだと思う。そして

素人の浅はかな考えではあるが、一日柏キャンパスを見学し、新領域創成科学

研究科に属する各研究系・専攻の研究をほんの一部ではあるが見せていただい

たところ、柏キャンパスの目的は十分に達せられていると感じた。  

 しかし、私がここで提言したいのは、そのような柏キャンパスの本来の目的

に関することではない。確かに柏キャンパスにおける研究の内容は充実してい

ると思う。研究用の各機材も揃っている。しかし、キャンパスそのものはどう

だろうか。そこに集う人、特にここでは学生、にとって過ごしやすい場となっ

ているだろうか。どんな学問であれ、それを研究する主体は人間である。その

人間の置かれている環境によって研究の成果も当然変わってくる。その観点か

らみた場合、柏キャンパスの環境は極めて貧弱だと言わざるを得ない。  

 第一に、交通アクセスである。自分は学生アドバイザー見学会の際にＪＲ柏

駅からキャンパスへと行ったが、バスで片道約 25 分かかった。帰りは東武江戸

川台駅を利用したので、駅まで約 10 分ほどであったが、いずれにしても交通の

不便さは本キャンパスの大きな、もしかしたら最大の弱点だと思う。そしてこ

れこそが柏キャンパスの先生方の頭を悩ませていた東京大学学部生の柏キャン

パスへの進学率が低いことの大きな理由であると思う。なぜならば、この不便

さゆえに本郷ないし駒場キャンパスにいる学部生が進学する大学院を決定しよ

うとする際に柏キャンパスまで気軽に見学に来られず、またそもそもキャンパ

ス自体が東京都内から遠いということはいかんともしがたいものの、最寄り駅

からさらにバスを利用しなければならないことは、大部分が都内に在住する東

京大学学部生の柏キャンパス進学に対する大きなマイナス要因となる。さらに

また最寄り駅から利用するそのバスも循環型で各駅に停車するがゆえに、来学

者に与える「心理的遠方感」は果てしなく大きい。この状況を打開するために

駅からキャンパスまで直通バスを開設するなどの取り組みをするべきだと考え

る。寮などを整備するという考えもあるかもしれないが、新領域創成科学研究

科の教育の一貫として寮を通じての人格形成を目指したりするのではない限り、

寮をつくることは無意味である。何故ならば、大部分の学生が、都内から引っ

越しをしたがらないうえ、「寮」が存在する、という事実自体が柏キャンパスの

「心理的遠方感」を高め、東京大学学部生の柏敬遠に拍車をかけると思われる

からである。 

 第二に、キャンパス内及び周辺の設備である。実際にキャンパスに行ってみ

て思ったのだが、キャンパス内にコンビニが一軒もない。生協の購買部が二つ
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と食堂が三つあるが、いずれも駒場や本郷と比べて貧弱の印象を拭えない。学

生数が本郷や駒場と比べて少ないことからやむをえないのかもしれないが、そ

れにしても購買と食堂をすべてキャンパスの中心に一列に配列するのではなく、

キャンパスの中に分散して配置するべきだと思う。あの広大なキャンパスの端

から中央のエリアに行くのはとても面倒だ。一か所に集中して配置した方が効

率が良いのかもしれないが、駒場や本郷では分散しているのだし、柏でもそう

するべきだと思う。また、コンビニなども積極的に誘致するべきだ。さらに、

図書館が狭いのも学生の視点からすると気になるところである。本郷や駒場と

違って近隣にファーストフード店など学生が気軽に自習出来る場所のない柏キ

ャンパスにおいては自主学習の場としての図書館が非常に重要であるからであ

る。ここは思い切って図書館の床面積を倍にする、もしくは自習専用の建物を

建造するべきである。 

 第三にキャンパスの環境である。柏市の原野に忽然とそびえる建物。確かに

整然としていてきれいではある。しかし、その姿を無機質だと感じるのは私だ

けではあるまい。未来都市のようで最先端の研究をする場所らしい雰囲気はあ

るものの、人間味が全くない。東京都内にある駒場・本郷両キャンパスがあれ

だけ緑に囲まれ、そこに集う人々に潤いを与えるのに対して、どうしてより郊

外にある柏キャンパスには緑がないのだろうか。さらに、土が全く見えない。

地面が全てコンクリートで覆われて土が露出していないのである。もっとキャ

ンパス全体に緑色と土色が見えるようにして欲しい。 

 私は今回初めて柏キャンパスを訪れたが、あまりよい印象は持たなかった。

確かにキャンパスは新しい。研究していることも面白そうだ。しかし、このキ

ャンパスで二年、もしくはそれ以上の年月を送る気には全くなれない。たとえ

どんなに優秀な先生方が揃い、どんなに最先端の研究が展開されていようとも、

こんなに過ごしにくいキャンパスでは暮したくないのだ。大分俗な言い回しに

なるが、レストランに行き、そこでどんなにおいしくて見た目の良い料理が出

されても、レストラン全体が埃っぽくて汚かったら味もおいしく感じなくなる

のと同じである。いくら中身が良くても、それを取り巻く周辺部分が駄目だと

中身まで悪く扱われてしまうのである。  

 私は東京大学の学生である。東京大学三大キャンパスの一つである柏キャン

パスにはぜひ発展して、東京大学の名を高めるとともに、日本や世界のために

なって欲しい。そのためには研究を充実させるだけでなく、研究の環境を整え

ることが不可欠である。新領域創成科学研究科には、これからぜひその方面に

力を注いで欲しい。 
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新領域創成学科への提案 

理学部 3 年 馬谷 千恵 

 

１、はじめに 

 新領域創成学科の見学を終えて、気づいたこと、改善した方が良いと思った

ことを述べるとともに、私が考える改善案について述べる。見学終了後のアン

ケートに記載した内容が含まれているかもしれないが、今回は個人的に考えた

改善策を含めて記している。 

２、見学を終えて、改善すべきと思った点 

 ２－１、新領域創成学科には、本郷の研究科とは異なる優れた点が多々ある

のに、それが本郷の学生まで伝わっていない。原因としては、説明会などでは

おそらくすぐれた点は話されていると思うが、説明会自体に東大生が来ていな

い、アピールが足りない、説明会の時期が良くない、などが考えられる。 

見学して感じた各学科の優れた点は次のとおりである。 

基盤系→産学連携を行っている研究室があり、研究成果を商品化して会社を立

ち上げた研究室もある。 

生物系→最先端の研究を行っているだけでなく、研究者を育てるという姿勢が

強い。 

環境系→一般的な研究棟と異なり、環境がよく、勉強しやすい空間が提供され

ている。英語で行われる授業もあり、国際的に活躍するには共通言語の英語が

必須な社会において、魅力的である。 

情報系→生物の研究における膨大なデータを処理するシステムを研究するとと

もに、シミュレーションを用いた dry と wet の実験を行う研究科である。これ

からの生命科学のカギとなる研究を行っている。 

この問題点についての対策として、①本郷・駒場との違いを強調する②本郷・

駒場の研究室公開の時期と同じころに研究室公開または説明会を行うことで、

研究室を比較させやすくする③高校生に対してのオープンキャンパスが本郷駒

場のみなので、柏キャンパスも連続した日程で行うといったことが考えられる。 

 ２－２、交通の便が悪い。バスはあるが、片道 300 円近くかかるのは高いう

え、電車ほどすぐに来ないため、自宅生には通いづらいと思われる。しかし、

バスの本数を増やすとしても、利用者がそこまで増えると思えないので、低家

賃の宿舎を充実させてはどうだろうか。現在、外国人向けの宿舎が建設中と聞

いたが、日本人もたくさん入れるようにすると、よいと思う。下宿生は駒場か

ら本郷に引っ越した後、さらに引っ越しするのをためらって、本郷で研究室を

探そうとする人も多い。自宅生も安い下宿があれば、柏の近くで下宿をしよう

という気になるだろう。 

 ２－３、図書館・食堂が休日に開いていない。研究者は土日も研究室にいる

ことが多いので、生活に必要な食堂が開いていないのは不便だと思う。また、

本郷や駒場の学生でも、柏キャンパスに近い人は柏キャンパスの図書館を使い

たいと思うだろうし、ひとが来やすい環境を整えることで知名度を上げること

につながると思う。 
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 ２－４．文系の学科がほとんどない。環境系には、社会学の研究室があるが、

生命倫理に関する研究室や、基盤系の産学連携に必要な経営学の研究室がない。

文系はほとんどの人が就職するので研究室を２，３増やしたところで人が増え

るとは思えないが、文系の学生に対する敷居は低くなると考えられる。 

 ２－５、柏キャンパスという広大な敷地があるからこそできる研究を行って

はどうか。これは改善点というより提案であるが、生物の研究を志すものとし

て、モデル生物は研究室のスペースで左右されることもある。本郷では、各研

究室が狭く、実験装置も廊下に置かれ、モデル生物が小型生物に制限されてし

まう。もちろん、生活サイクルや遺伝学・分子生物学が使えるかどうかがもっ

とも重要視されていると思うが、大きなモデル生物を使えるような環境を整え、

柏でしかできない研究をアピールしてはどうだろうか。 

 ２－６、海外からの留学生を多く取り入れているが、日本から海外への留学

に対するサポートは充実しているのだろうか。また、留学生の大学は、アジア

系に偏っていないだろうか。アジア系の大学は劣っているというわけではない

が、日本は欧米の大学にたくさん留学するのに対し、欧米からの留学生は少な

いと思われる。これは、まだ、日本の大学が、欧米の人々にレベルが低いと思

われているからではないだろうか。欧米の世界ランク上位の大学の留学生をた

くさん受け入れ、また、そういった大学への短期留学などをサポートするよう

な体制を整えると、学生たちに刺激を与えるとともに、将来国際的に活躍した

いと考える、志の強い学生をたくさん集めることができるだろう。 

 ２－７、学融合の意味が学問分野の融合と、産学連携の融合の意味があると

知った。学融合は、近年、本郷でも徐々に研究室同士が共同研究を行うことで

進みつつあるが、ほんごうとの違いをはっきりと感じられなかった。この 10 年

で、学融合により研究成果が上がった研究室はどのくらいあるのだろうか。そ

の評価をすることが、学融合を行っている新領域創成学科がさらに先端を走っ

ていくのに必要なことだと思う。数値化するにはやはり、論文数となるのだろ

うが、学生に対する教育の充実度の評価も行う必要があると思う。 

３、まとめ 

新領域創成学科にたいする提案として、7つのことをあげた。外からみた新領域

であり、ほとんど第一印象であるので、内部の人の要望は反映していないが、

大学院に期待することは含まれていると思う。予算や、具体的にどうするのか

といったことに触れていない部分があるが、次の１０年を考えるうえで参考に

していただければ幸いである。 
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新領域創成科学研究科への期待 

理科二類１年 匿名希望 

 

 今回「新領域創成科学研究科への期待」と題してレポートを書くにあたって

柏キャンパスを訪れる前の印象を思い出してみると、学融合をしている、外国

人が多い・・・といったことを知っていたとはいえ、やはり漠然としたイメー

ジしかなかった気がする。柏キャンパスで何をしているのかについてかなり漠

然としていることに加えて、東京から遠く不便だろう・・・といったことから、

柏キャンパスに関して正直あまりプラスのイメージはなかった。 

 実際に学生アドバイザーとして柏キャンパスを訪れてみて思ったことはやは

り、遠い、ということであった。横浜に住んでいる私にとって、渋谷から先が

かなり長いというのは非常に応えたし、さらに駅から周りに何もない道を 20 分

ほど歩くというのも辛かった。 

  

 しかし、いざキャンパスに来てみると、広くてきれい！という印象を受けた。

広くてのんびりした雰囲気、こじんまりしているが充実した学食の存在、とい

った外面的な点はもちろん、新領域創成科学研究科の進める研究の端々を見せ

て頂いたことで、内面的にも柏キャンパスのイメージは格段に良くなった。 

 具体的に柏キャンパスはどこが良いのか？それはなんといっても、本郷や駒

場とは異なる自由な雰囲気にある。広大な敷地をフルに生かして、既成の設備

や概念にとらわれずに、教授や学生が自身のやりたいことを実行しやすい環境

が整っている。実際、今回講義をして頂いた教授の方々からも、自由かつ発想

豊かで、そして親しみやすい雰囲気がとてもよく伝わってきたし、一人一人の

教授が柏キャンパスを気に入っており、東大生、ひいては一般に広く広めてい

きたいと思っていることがよくわかった。特に私の中では、教授の「この辺に

住んでしまうと離れられない」という言葉が印象に残っている。 

 

 問題は、この良さをどのように周知させるか、どのように良いイメージを作

って行くか、であると思う。これだけの良い環境を知らないまま、ある種の偏

見をもって皆に東大生活を送らせるのはもったいないし、この良さを体感すれ

ば、ここで是非学びたい！と思う人も確実に増えていくだろう。個人的には特

に、このキャンパスは環境を学ぶには最適の場所なのではないかと思ったので、

まずは環境系に興味のある学生を着実に呼び込むことが必要であると思う。 

  

 今回の学生アドバイザー企画などを通して常に柏キャンパスを客観的に評価

し、見直している点は非常に評価に値するものであるし、これからも是非続け

てほしいと思う。また、東大生などに向けたキャンパスツアーなどの企画もと

ても良いものだと思う。実際に、私の同じクラスの人の中にもキャンパスツア

ーのポスターを知っていた人がいたし、柏キャンパスに行く主題科目を取った

人もいた。このような取り組みを通して、現在少ない文系の生徒もだんだんと

増えて行くのではないだろうか。新キャンパスが「新領域創成科学」をうたっ
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ている以上、理系のみに偏るのは良くないと思うし、文系が少ないと視野が狭

まってしまうということもあるだろう。今回キャンパスツアーに参加し、他の

参加者の意見を聞いて痛感したことは、特に文系の東大生の柏キャンンパスへ

のイメージの悪さであった。これに拍車をかけるのが、学部から柏キャンパス

に大学院生として進学する人が少なく、外部の大学からの学生が大半を占めて

いるという事実だ。このことによって東大生が柏キャンパスを避け気味になり、

そしてまた外部の大学からの学生が大半を占める・・・という負のスパイラル

が出来てしまう。ここから抜けだすことが、まずは目前にある急務だと思う。 

 それにはやはり、東大生にできるだけ柏キャンパスに実際に足を運んでもら

うことが必要であろう。学内生向けのキャンパスツアーなどの企画は、是非こ

れからも地道に続けて行くべきだ。実際、柏キャンパスにきてみた学生アドバ

イザーの多くが「来てみると良かった」「イメージが変わった」と言っているの

だから。 

 

 このような地道な努力は柏キャンパスの周知に必要不可欠であると思うし、

これによって少しずつ皆に柏キャンパスの良さが認識されていくことを私自身

期待している。新キャンパスの周知は一朝一夕では出来ないものだし、困難も

多いと思う。しかし、言ってみれば筑波大学も都心から遠いにもかかわらず発

展し、学園都市と呼ばれるくらいまでになっている。このことを考えても、焦

らず、じっくりと柏キャンパスの良さを広めていくべきであろう。課題はまだ

まだたくさんあるだろうし、将来を見据えて計画を立てるのは難しいが、本郷

や駒場とは違った、独自の文化を是非これから作り上げていって欲しい。必ず

しも都心に近くなければいけない、ということはない。事実、アメリカやカナ

ダなどでは都心からバスで長い時間をかけてやっと広大なキャンパスが現れ

る・・・ということも多いが、逆にその広大さ、自由さ、自然の中での学びに

憧れる人もいるのではないだろうか。 

 

 10 年後、20 年後の柏キャンパスがどのように発展して行くのか、私としても

本当に楽しみにしている。また機会があったら是非柏まで足を運び、学食を食

べに行きたいと思う。 
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新領域創成科学研究科への期待 

工学部 3年 匿名希望 

 

学生の受け入れを開始してから１０年を迎えた新領域創成科学研究科は、東京

大学大学院の一つとしての地位の確立に成功したと思う。勉学・研究面では最

先端の人材や設備を備えている柏キャンパスはしかし、内部からの進学率の低

さなどの原因であるイメージ面ではまだまだ向上すべき課題が残されているよ

うに感じる。 

 

学部生が大学院の選択肢を考える時に柏が不利になり得る点は主に、勉学環境

以外のところにあると思う。例えば、進振りの際に駒場の教養学部後期課程の

理系学科は本郷の理工学部と比べると人気がない理由の一つには、どうしても

本郷キャンパスが東京大学の主流であると感じてしまう学部生の潜在意識があ

ると思う。特に入学してから一年半しか経っておらず本郷キャンパスを訪れる

機会も少ない駒場生が、持っているイメージに沿って「主流」に乗って行こう

とすることは自然な流れであると言える。しかし、大学院を決めようとしてい

る学部生は本郷キャンパスでの研究にもしっかりと触れており、より現実的な

東京大学のイメージをつかんでいると思うので、本郷から柏への自然な道筋を

提示できればその懸念は払拭できると思う。 

 

自然な道筋と言う点では、特に環境学研究系は文系学生へのアピールを更に増

やせると良いと思う。学部で環境と名が付く学科は工学部のシステム創成学科

の E&E コースぐらいでありどうしても環境は理系の領域である印象が強いと思

うが、理系だけでなく文系からの道筋を明示することでキャンパス内の多様性

も増し、理系学生にもより魅力的なキャンパスになると思う。 

 

他にも、例えば一般的に都心から離れるほど娯楽面が制限されると言うイメー

ジがあると思う。特に本郷キャンパス付近は上野公園周辺の美術館群など文化

面では大変優れているし、後楽園などの遊戯施設も近く息抜きもしやすい。し

かし、柏キャンパス周辺にも数々の大型ショッピングセンターや競技場等、都

心に匹敵するとは言えないまでも十分な施設が揃っている。また、本郷キャン

パス周辺の住宅事情は良いとは言い難く、私の周りに不満を持っている学生も

多くいる。柏キャンパス周辺の緑の多さと賃貸物件の安さなどはより前面に押

し出してアピールして良い特色の一つだと思う。時間的な制約などで難しいか

も知れないが、オープンキャンパスなどの機会にキャンパス内だけではなく周

辺環境も見せることも効果的ではないかと思う。 

 

また、距離的な懸念の一つに本郷キャンパスとの行き来にかかる経済的な不安

があると思う。柏キャンパスに研究の拠点をおいても本郷キャンパスを始めと

した東京都内の施設に出向くことも少なからずあると思うが、つくばエクスプ

レスの運賃の高さや最寄り駅までのアクセスの不便さなどはマイナス要素であ
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ると思う。大学側の努力だけでは改善できないことも多いと思うが、自治体や

近くにある千葉大学などとの連携で改善を急ぐとともに、東海村と本郷キャン

パスの行き来が毎週必要とされる工学系研究科の原子力専攻で行われているよ

うな、旅費の一定額支給や宿舎の提供などを参考に学生の援助を検討して頂け

ればハードルは低くなると思う。また、柏キャンパスの学生だけでなく、本郷

キャンパスや駒場キャンパス、他大学の学生に対するアクセス支援も重要だと

思う。 

 

個人的なイメージにすぎないかも知れないが、柏キャンパスが特徴としている

ものの一つに「自由さ」があると思う。アメリカの大学を思わせる開放的なキ

ャンパスの作りなどの物理的な面だけでなく、研究面でも新しいキャンパスら

しい、しがらみがなく先進的で創造性豊かなものが行われているイメージがあ

る。もし自分が今大学院を選ぶとしたら自由さはとても高く評価する特徴の一

つとなるが、もしかしたら自由さは全ての学部生に良い印象を与えるものでは

ないのかも知れない。大学院を決める時点では学部生は卒業論文を書き始めた

かどうかという時期にあり、自分自身で研究を進めていけるのか不安に思って

いる者も少なくないと思う。自由さは逆に言えば独立性を求められると言うこ

とでもあり、慣れ親しんだ本郷キャンパスの研究室から離れたくないと言う気

持ちを強めることもあるのかも知れない。直下の学部を持たない新領域創成科

学研究科独自の難しさもあるとは思うが、本郷キャンパスの大学院に進学する

際に研究室を変わる学生は多くいるので、柏キャンパスに進学する利点を十分

にアピールできれば内部進学生も増えていくと思う。 

 

これまでの１０年間は本郷や駒場と比較して認知度が低かった柏キャンパスの

知名度アップが最優先になされてきたと思う。知名度もまだ十分であるとは言

えないかもしれないが、この１０年間の努力は確実に結果を残し、ある程度の

数の学部生は柏での研究の内容や特色などを理解しているように感じる。これ

からの１０年間では対本郷や対駒場ではなく、東京大学の一環として柏は本郷

や駒場と共にどうあろうとするのか、を積極的に示して欲しいと思う。 
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東京大学大学院新領域創成系見学レポート 

工学部 3年   匿名希望     

 

 今回、柏キャンパスの見学を通じて私は初めて新領域創成系について詳しく

知ることができた。それまでの私の柏キャンパスのイメージは、誤解を恐れず

に言えば、駒場や本郷に比べて東京からの交通の便の悪い場所にあって、大学

院として東大の中では本郷の大学院に行けなかった者や変わり者が行くところ

としか考えていなかったし、文理系問わず大学院について詳しく調べたことが

ない本学の学生の認識も似たようなものではないかと思う。というのも私たち

学生が新領域創成系大学院に知る機会は入学時他で貰う学生向けの大学発行の

パンフレットか一部の教授の講義中の雑談ほどしかなく、能動的に大学院を知

ろうとする機会がなければ研究室が柏にあるような一部の学生以外には保守的

な東大生の選択肢に上がりにくいだろう。失礼ながら、新領域創成系は内部進

学者が少なく他大学出身者も多いためにインターネット上など一部では東大と

いうブランドを手に入れるための学歴ロンダリングには東大の大学院の中で新

領域創成系大学院が難易度も高くなく合格しやすいという意見も聞かれ、勉強

が出来る人はそのことに自信を持っていることも多いので内部の進学者のイメ

ージを傷つけているとも思う。大学院に進学を希望する学部生は、博士課程ま

で進学して研究職を目指す人と学生のうちに遊びたいためモラトリアムを伸ば

そうと考えている人を除いて、今やっている研究が楽しいという理由で進学を

希望する人が多いと聞く。そういう人は人生の岐路に立っていると思うが、前

述したような理由で柏キャンパスは選択肢に上がりにくいかもしれない。本郷

から柏に進学する学部生はアカデミックな冒険心に溢れた人が多いと思う。も

ちろん他大学の出身の方の多くも優秀な方だろうが、内部からのイメージを向

上し東大内部のやる気に満ちた学生を本郷から奪うことも学生の質の向上に必

要だろう。 

 また、もうひとつ進学を希望する学生の考えの中には、新領域大学院の研究

には新進的すぎてとっつきにくそうだという考えもあるのではないか。私も大

学院のパンフレットやホームページを拝見したところ、環境学研究系や複雑理

工学専攻などあまり耳慣れない名称も多く、基礎的な学問の根をしっかりはら

ずに流行りのトピックスを追っているのではないかという考えが浮かんだ。そ

の誤解は各学科のお話を拝聴した後に消えたが、それでも物理学者がＤＮＡ二

重らせんを発見して生命科学が興隆し、数学者が情報理論やゲーム理論を作り

上げたように｢固い｣学問から新しいブレイクスルーが生まれてきたのに対して、

複雑系や自己組織化のようにわりと新しい流行の科学を追っているだけではな

いか、科学の本流から外れた重箱の隅をつついたような研究や瑣末主義にとり

つかれているのではないかという一抹の不安も感じた。米国の大学院ではドク

ターをとらないと研究者としては認められないと聞く。学部を出たばかりの知

識も経験も十分ではない状況で新しい整備されていない学問を始めることにつ

いては学生を助長する結果にならないかという保守的な意見もあるだろうが、

どう対策を具体的にとっているのかお聞きしたかった。釈迦に説法だと思うが、
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象牙の塔に籠って予算の取り合いが激しく学内行政にとらわれるようになって

は学問の新陳代謝・イノベーションも生まれなくなるだろう。これから学科を

新設・統合ではなくて、むしろ学内の反対に構わず不要となった学科を潰すこ

とかどうかにかかっているだろう。思想のない大学院などただの塾のような教

育機関や研究機関と同じだが、新領域創成系では創立時からの基幹となる理念

がはっきりとしているだけに、アカデミズムや権威主義にとらわれない自由な

校風を既に持っていると思うし、ぜひ作り上げてほしいと思う。 

 また、キャンパス内を見学していて感じたのは、やはり建物が新しく綺麗で

よく整備されていると感じた。キャンパス内も平坦で車いすの交通も不便は少

なそうだし、環境学研究系は設計なさった教授の話を聞かせていただいたが、

特徴的なＳ字型をしていたり屋上が緑地化していたり対照的な形のために混乱

しないように壁の色を効果的に使っていたりと内部が非常に面白い建築だった。

しかし、研究棟内部が少し汚れていたりして、広いキャンパス内に人の手が届

いていないところもあったのが気になった。また、生協や学生食堂が少し寂し

く、生活面では十分ながら駒場や本郷に比べると少し利便性で劣る気がした。

ネット通販があるにしても生協の本屋は学生の利用率が高いと思うが、蔵書も

少なく特に研究にかかわる学術書が不足しているように感じた。これからまだ

学内の整備をするところも多いと思うので、人が生活することを考えた暮らし

やすい環境を作ることもまた大事なのではないかと思う。 

ところで私は今回柏キャンパスの理念を聞き、実際の研究棟を見学して教授の

方たちの話を聞くことで自らのイメージを払拭することができたが、前記のと

おりまず新領域創成系の問題としてはその知名度があると思う。学生向けには、

本郷の自らの兼任する学科の学生だけでなく、駒場のころから新領域創成系を

知ってもらうような宣伝を打ち続けるべきだ。たとえば学術都市としてのシン

ボルとなるような安藤忠雄による東大博物館の建築とか世界有数の巨大サイク

ロトロンの建造など柏キャンパスの付加価値の底上げなども考えられるが、結

局は学生向けに教養課程の主題科目として柏キャンパスの見学を広告したり、

入学式で保護者も前にして話をして駒場にいる頃から秋波を送るような地道な

活動で知名度を上げるしかない。 

ただ、キャンパスができてようやく十年経ち何もないところにインフラを整備

し人材を招集されて、地盤固めも完成とは言わないでもひと段落してようやく

大学院もこれからというところだと思うので焦らず成熟を目指してほしい。今

回の先生方のお話を聞いて感じたのは、どの先生方も熱意と冒険心にあふれて

いらっしゃったので、若々しいパワー、冒険心、飽くなき探求心を持ちつつ十

年二十年後を考えて学内の整備をしていけばいいと思う。つくば市も学研都市

として今の姿になるまでに20年かかっているように柏市も市としての学術都市

化するにはもう少し時間がかかるのではないか、箱物があるだけに教育制度の

整備と先ず隗より始める人材の招集を続けていくことが大切だ。最後の学生ア

ドバイザーの討論では研究科長や専攻長といった人を目の前にして話し合いを

することができたのは私にはすごく印象的だった。本郷のように歴史も組織も

巨大になってしまうと一学生の意見は誰にも届かず声なき大衆の一員となって
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学生生活を送るしかないような疎外した感を受けるが、柏では学生と学内行政

にあたる先生方の距離も近く、また各先生方の話もとてもフランクで、これか

ら新しい大学院を共に作り上げていこうという生き生きした雰囲気を感じた。

繰り返すことになるが、心よりそういった雰囲気を持ち続けてほしいと思い、

私の感想を終える。 
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